
一 般 会 計 主 要 な 施 策 の 成 果



【議　会　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

1-1-1

議 会 費 議場備品更新事業 1,700 1,700

（事務局運営事業費）

北海道大学との包括連携事業 285 285

（議会改革推進事業費）

　庁舎建設当時から使用している議場内の椅子を更新した。

・議長席、議員席　　計14脚

　北海道大学公共政策大学院と斜里町議会の包括的連携協定（平成26
年度から）を令和4年度においても継続し、連携協定に基づき、政策評
価に関する実務能力向上についての議員研修会を実施した。

【実施内容】
①政策評価ワークショップ編、論理的思考編（令和4年6月開催）
　北海道大学公共政策大学院准教授 武藤 俊雄 氏
②ポストコロナ時代の総合計画の課題（令和4年7月開催）
　北海道大学大学院法学研究科法学部教授 山崎 幹根 氏

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果
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【総　務　費】 　 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

2-1-1

ドライブレコーダー導入事業 1,859 1,859

(一般管理事業費)

アルコール検知器購入事業 189 189

(一般管理事業費)

1,980 1,980

(一般管理事業費)

4,201 3,600 601

(一般管理事業費)

低公害車購入事業（ロングバン） 3,039 2,600 438

(一般管理事業費) 地 域 活 性 化
事 業 債

総合庁舎正面玄関改修事業 3,443 3,443

(庁舎維持管理事業費)

2-1-4

総合行政システム更新事業 27,225 27,225

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

庁内LANﾊﾟｿｺﾝ等整備事業 9,921 9,921

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

新個人情報保護制度移行支援
業務委託事業

　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律が
可決されたことに伴い、新個人情報保護法への対応が必要な条例比
較及び例規整備業務を委託した。

旧役場庁舎付属建屋撤去事業
　旧図書館西側に位置する建屋の老朽化が著しく、屋根のトタンが
剥離するなどの危険性があるため、取り壊し撤去を行った。

・旧役場庁舎付属建屋内壁アスベスト分析委託料　 197千円
・旧役場庁舎付属建屋除去工事     　　        4,004千円

　2名乗りワゴンが経年劣化により、故障が頻発しているため、通
常業務の他にイベント等でも活用できる多目的車両（ロングバン）
に更新した。

　庁舎正面玄関床部分の老朽化が進みヒビ割れ・凹凸が目立つた
め、アスファルト改修工事を行った。

　総合行政システムのセキュリティ向上や経費節減に努めるため、
平成27年度より自庁型からクラウド型に移行し、さらなる業務の効
率化や町民サービスの向上を図るため、令和2年度～令和4年度まで
のサービス更新を行った。
　・総合行政システムクラウドサービス手数料　27,225千円
　　（令和2年度～令和4年度債務負担行為）

　庁内ＬＡＮに接続しているパソコンやレーザープリンタを統一的
に整備・更新することで、効率的な運用とコスト削減を図った。ま
た、OCR機器の更新を実施した。
　・レーザープリンタ購入　　　　　　　2,057千円
　・無線通信機器購入　　　　　　　　　　156千円
  ・庁内ＬＡＮパソコン等購入　　　　　7,708千円

　公用車運転中の事故等に際し、物理的証拠としてドライブレコー
ダーの記録を残すことで、トラブル等を未然に防ぐためにドライブ
レコーダー62台の導入を行った。

　道路交通法施行規則の一部改正により、安全運転管理者にアル
コール検知器による検査が義務付けられたことから、検知器35台の
導入を行った。

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

一 般 管 理 費

行 政 事 務
Ｏ Ａ 化
シ ス テ ム
推 進 費

公共施設等
適 正 管 理
推進事業債

事 業 の 概 要 と 成 果



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-4

1,056 1,056

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

庁内デジタル化推進事業 8,730 8,730
(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

納税環境整備事業 7,150 7,150

(行政事務ＯＡ化システム推進事業費)

3,101 3,101

(社会保障・税番号制度ｼｽﾃﾑ整備事業費)

2-1-6
弘前ねぷた300年祭参加補助
事業

2,400 2,400

（姉妹町友好都市推進事業費）

2-1-7

支 所 費 低公害車購入事業（ＰＨＥＶ車） 4,587 3,300 550 737

（住民窓口事業費） 地 域 活 性 化
事 業 債

2-1-8

会 計 管 理 費 北洋銀行役場派出所経費負担
事業

440 440

（会計管理事業費）

庁舎公金収納窓口管理事業
（会計管理事業費）

1,164 1,164 　指定金融機関役場派出所廃止に対応するため窓口職員を配置し、
指定金融機関との連携及び庁舎公金収納窓口の維持を図った。

　環境及び防災に配慮した公用車を新たに購入した。
（プラグインハイブリッド車）

姉妹町友好都
市推進事業費

　友好都市である弘前市が令和4年8月にねぷた300年の節目を迎
え、それに伴い、友好都市弘前ねぷた斜里保存会に対して囃子等の
運行隊列一式の招請依頼があり、友好都市である弘前市との絆をよ
り一層深め、文化・人材の交流を進めるため、友好都市弘前ねぷた
斜里保存会に助成した。

行 政 事 務
Ｏ Ａ 化
シ ス テ ム
推 進 費

 eL-QRコードを利用した各税目の納付方法の拡充や、総合行政シス
テムの軽自動車税連携対応を実施した。

　指定金融機関との連携及び住民の公金納付の利便性の確保、維持
を図るため、派出所設置経費の一部を負担した。
・北洋銀行役場派出所経費負担金　440千円

・庁舎公金収納窓口職員の配置　1名

　議事録作成支援音声認識ASPサービスを利用し、事務の効率化を
図った。
　
　・議事録作成支援音声認識ASPサービス利用料　1,056千円

　平成29年7月からの本格稼働における情報連携等を円滑に運営す
るため、必要なシステム改修や保守業務などを行った。

　・令和４年度特定個人情報の提供の求めに係る
　　電子計算機の設置等関連事務の委任に係る交付金　3,101千円

　庁内業務環境のデジタル化、事務処理等の効率化を図った。
　・LGWAN環境仮想化整備保守　　　　　　　　　　 1,617千円
　・RPA及びAI-OCR導入支援業務委託　　　　　　　 1,395千円
　・北海道セキュリティクラウドオプション利用料　4,398千円
　・LoGoチャット利用料　　　　　　　　　　　　  1,320千円

議事録作成音声記録支援シス
テム導入事業

社会保障・税番号制度
システム整備事業
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-10

財 産 管 理 費 町営住宅維持管理事業 22,605 22,605

（町営住宅管理事業費）

町職員住宅外壁等改修事業 6,908 6,908
（町職員住宅管理事業費）

町職員住宅解体・除却事業 6,226 5,600 626

（町職員住宅管理事業費）

2-1-11

企 画 費 町民幸福度調査研究事業 5 5

（行政調査研究事業費）

 
女満別空港利用促進事業負担
事業

470 470

（広域行政運営事業費）

地域おこし協力隊事業
（DX・情報発信関係分）

6,935 6,935

(地域おこし協力隊事業費)

募集活動

1,870千円

・本町51番地18（1棟4戸）職員住宅の外壁・屋根等の改修工事を
　行った。

　住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合(幸せリーグ)に参画
し、他自治体とともに町民総幸福度調査に係る研究等を行った。

　・住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合負担金　5千円

・本町13番地役場庁舎西側（平屋2棟2戸）の解体・除却工事を
　行った。

　総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、DX推進担当1名及
び情報発信推進担当1名が着任した。また、採用増に向けた募集活
動を実施した。

 【DX推進】
 ・男性1名（令和4年8月1日着任）
 ・神奈川県川崎市から転入

 【情報発信】
 ・女性1名（令和4年10月1日着任）
 ・兵庫県神戸市から転入

　女満別空港周辺市町及び関係機関で構成する「女満別空港整備・
利用促進協議会」が実施した、利用拡大プロジェクト事業に対し負
担金を支出した。
　・女満別空港整備・利用促進協議会負担金　650千円

・新望岳団地A棟のEV（日立製）の基盤更新 16,104千円
・新望岳団地中通路の路盤等改修工事　　 　6,501千円

公共施設等
適 正 管 理
推進事業債

・Wantedly利用料・リクナビnext利用料



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-11

企 画 費 地域活性化起業人事業 2,800 2,800

(地域活性化起業人事業費)

個人版ふるさと納税推進事業 165,867 165,867

(個人版ふるさと納税推進事業費)

第7次総合計画策定事業 1,465 1,465

(総合計画策定事業費)

2-1-13

防 災 対 策 費 災害対策整備強化事業 589 589

(地域防災対策事業費)

総合防災訓練事業 130 130

(地域防災対策事業費)

 総務省の地域活性化起業人制度を活用し、斜里町内におけるDX推
進を支援した。
　・男性１名（令和4年10月1日着任）
　・株式会社EXNOAホールディングスより派遣

　第7次斜里町総合計画の策定に向け、策定委員会を開催し、町民
アンケートを実施した。
　・委員報酬　　　　　　　　　　　　　　 1,067千円
　・委員費用弁償　　　　　　　　　　　　　　77千円
　・関連事務用品費　　　　　　　　　　　　　50千円

　防災ウィークと題し、セミナーや展示等を通じ、町民及び自治会
の自助・共助といった防災意識向上を図った。

　・セミナー講師謝礼　117千円
　・チラシ折込料　　 　13千円

　ポータブル発電機やゼンリン住宅地図LGWANを整備し、災害時の
円滑な初動対応と資機材の充実を図った。

　・防災対策用ポータブル発電機購入　　　　 226千円
　・ゼンリン住宅地図LGWAN　　　　　　　　  363千円

　地域特産品のPRや観光誘客促進のため返礼品付ふるさと納税を開
始し、ポータルサイトを活用した寄附募集を実施した。
　・返礼品代金等　　　　　　　　　　　　44,686千円
　・返礼品同封ポストカード等　　　　　　　 313千円
　・返礼品配送料　　　　　　　　　　　　14,048千円
　・DM配送料　　　　　　　　　　　　　　　 170千円
　・ワンストップ特例申請受領配送料　　　　 186千円
　・ポータルサイト掲載手数料　　　　　　 6,878千円
　・ポータルサイト掲載等委託料　　　　　14,971千円
　・DM作成業務　　　　　　　　　　　　　　 140千円
　・受領証明書発行代行委託料　　　　　　 1,792千円
　・ワンストップ特例申請業務　　　　　　　 560千円
  ・基金積立金　　　　　　　　　　　　　82,123千円
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14

テレワーク推進事業 7,241 7,241

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費）

700 700

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費） 　・令和4年度　新規認証品0件

　　累計10事業者22商品

17,703 3,700 14,003

（雇用創出・交流・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

　地域創造事業費）

155 155

・配布件数　　64件

出産お祝い事業 264 264

①みずなら・森のスプーン贈与事業

②子育て支援備品貸与事業

　ベビーカー貸与事業：貸与数　15台

　ベビーバス 貸与事業：貸与数　4台

　希望する乳幼児の保護者にベビーカー及びベビーバスを無償貸与
した。

　斜里町の優れた商品を「知床しゃりブランド認証品」として広く
全国に発信し、地域産業の振興と地域の活性化を図るため、知床
しゃりブランド運営委員会へ運営費の助成を行った。

　「町の木」であるミズナラ製のスプーンに新生児の名前を刻印し
て贈呈した。

　贈与数　68本（R4.2～R5.1出生分）

　子どもの出生を町が祝福する気運を高め、出生時一時的に使用す
る備品を貸与し、子育てのスタートを支援した。

地域づくり
総合交付金

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

乳幼児家庭用ごみ袋配布
事業

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

知床しゃりブランド推進
事業

ブランディング等地域活性化
事業

デ ジ タ ル
田 園 都 市
構想交付金

　斜里町子ども・子育て支援事業計画に基づき、乳幼児がいる家庭
に対し家庭用一般ごみ指定袋を配布した。

　令和3年度まで行ったブランディング事業の成果を、発展的かつ
具体的に展開するため、地域プロジェクトマネージャーを中心にブ
ランドブックの制作や知床トコさんを活用した新たなデザインの制
作、これまでのブランディング事業の実績を紹介するWebサイトの
制作等を行い、新たな知床のブランドイメージの獲得と浸透を図っ
た。

　デジタル田園都市構想交付金を活用し、多くのテレワーカーの来
訪を促進とテレワーク環境整備を図るため、SNSを活用したweb広告
の実施や、テレキューブ導入を実施した。
　・ﾃﾚﾜｰｸｾﾝﾀｰ(しれとこらぼ)の利用数：延べ45社103名
　・SNSを活用したweb広告の実施
　・テレキューブ導入

　スプーン購入（68本）等（R4.2～R5.1出生分）：264千円



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14
子育て支援員研修受講補助事業 50 50
（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

不妊治療助成事業 100 100

助成件数： 2件

妊産婦安心出産支援事業 1,682 412 1,270

助成件数： 66件

農村後継者対策推進事業 650 650

　・交流会実施回数　　　　　　：2回（北見12/3・釧路2/5）

　・個別交流会実施回数　　　　：1回（斜里7/9）

　・スキルアップセミナー回数　：1回（斜里1/27）

特別支援教育充実事業 6,651 6,000 651

快適住まいのリフォーム事業 1,036 1,036

　・快適住まいのリフォーム補助金

　　件　　　数：4件

　　補  助  額： 1,036千円

　　対象工事費：10,484千円

　少子化対策として不妊治療を受けている方の経済的負担軽減を図
るため、不妊治療費の一部を助成した。

過 疎 対 策
事 業 債

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

　町立学校と保育園、認定こども園、高校、福祉機関との連携を進
め、特別支援教育を必要とする児童生徒の成長に応じた教育の場と
体制を確保した。

　助成額：50千円

　子育て支援員研修を受講し町の子育て関係施設で勤務する意志の
ある町民に対し、受講に要した費用の一部を補助した。

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

（結婚・子育て地域創造
　戦略事業費）

　子育て世帯が中古住宅購入に合わせリフォームを行う費用の一部
を補助することにより、町内で永く快適に暮らし、安心して子育て
ができる住環境の整備を行った。

　妊産婦健康診査にかかる交通費の経済的負担の軽減を図るため、
北海道の補助事業をベースに交通費を助成した。

　対象件数：1件

　・特別支援教育支援員の配置　3名

　（斜里小・朝日小・ウトロ学校　各1名）

　農村後継者の婚活を支援する協議会に対して助成金を交付し、独
身農業青年の出会いの場について、コロナ禍ではあったが、感染予
防対策を行い交流会を北見市、釧路市で実施した。
　また、婚活への取り組み方、女性とのコミュニケーション講義
と、ファッション実践講習も実施した。

-　49　-



-　50　-

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-14
地域公共交通活性化事業 9,662 9,662

（住み続けたいまちづくり

　地域創造戦略事業費）

しゃりぐる運行費負担金 5,822千円 （平均利用人数：2.3人/便）

路線バス利用料金助成 213千円 （利用率：15.0％）

ハイヤー利用料金助成 3,339千円 （利用率：34.4％）

事務費、その他費用 288千円

介護従事者マンパワー確保事業 2,081 783 1,298

（住み続けたいまちづくり 受講者負担金

　地域創造戦略事業費）

　　介護職員初任者研修業務委託　　990千円

　　介護資格受講料等助成　　　　1,091千円

町民委員無作為抽出公募登録制度事業 37 37

（住み続けたいまちづくり

　地域創造戦略事業費）

2-1-16

住 民 活 動 無料法律相談事業 150 150

推 進 費 （住民活動振興事業費）

　・実施回数：3回／年

　・相談件数：12件（8月：2件　12月：4件　3月：6件）

JR釧網本線維持活性化沿線 324 324
協議会負担事業

（住民交通機関助成事業費）

2-1-18

街 灯 施 設 費 公設街路灯等ＬＥＤ化事業 11,781 11,781
（公設街路灯等ＬＥＤ化事業費）

　・公設街路灯総数：1,588灯

　・LED化実施灯数 ：1,264灯

まち・ひと・
し ご と 創 生
総 合 戦 略
事 業 費

　介護従事者の拡大・キャリアアップの支援・技術の向上など、安
定的な介護サービスの提供と在宅介護力の向上を図るため、研修業
務委託や資格取得のための受講料等の助成を行った。

　住民の安心で安全な生活を支援するため、弁護士による無料法律
相談会を実施した。

　住民生活に必要な公共交通の確保について「斜里町地域公共交通
活性化協議会」において協議・検討し、「斜里町地域公共交通網形
成計画」に基づき実施する公共交通事業に必要な経費を負担した。

　二酸化炭素の排出を抑制しながら、電気料金等維持経費の抑制を
図るため、公設街路灯のＬＥＤ照明化を実施した。
（債務負担行為H29～R18）

　釧網本線沿線自治体（オホーツク管内・釧路管内側）で構成する
「JR釧網本線維持活性化沿線協議会」が実施した、活用可能線調査
事業等に対し負担金を支出した。
　・JR釧網本線維持活性化沿線協議会負担金　324千円

協働のまちづくりを図るため、無作為に抽出した町民を対象に、町
の付属機関の委員として町政に参画したい方々を募り、公募委員候
補者として事前登録を実施した。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-20

環 境 対 策 費 環境基本計画に基づく 196 196

環境測定事業

（環境保全対策事業費） ・河川水質検査：14検体

10,208 7,425 2,783

・斜里町再エネ導入推進協議会　3回開催

　

公共施設照明LED化事業 2,482 2,482
（二酸化炭素排出抑制対策事業費）

　・総合庁舎(659基）・漁村センター（400基）

　・総合保健福祉センターぽると21（435基）

2-1-22
国立公園内自動車利用 2,500 2,000 500

適正化対策事業

(自然保護対策事業費)

　・カムイワッカ地区利用適正化対策協議会負担金　2,500千円

有害鳥獣捕獲従事者育成 180 180

支援事業

(自然環境保護管理対策事業費)

エゾシカ有効活用推進事業 384 384

(自然環境保護管理対策事業費)

ふ る さ と 応 援
「 み ど り 」
基 金

　エゾシカ増加による被害防止に向けて、猟友会の技術伝承を促進
するため、新たな有害鳥獣捕獲従事者を育成するための支援を行っ
た。
　・新人狩猟研修（カモ・シカ集団猟）の実施
　・ハンターになるための講習会開催

自 然 保 護
対 策 費

 町域における現状及び将来の温室効果ガス排出量を推計し、当町
の再生可能エネルギー等のポテンシャルを整理し、その導入可能性
等の調査・分析を行い「斜里町再生可能エネルギー導入戦略」を策
定した。

斜里町再生可能エネルギー導
入戦略策定事業
（二酸化炭素排出抑制対策事業費）

・助成額　　384千円 オス54頭×4,000円、メス56頭×3,000円

・推進協議会開催に伴う、委員への事前協議、説明のべ24回実施

　国立公園内の利用集中に伴う自然への影響や混雑緩和対策とし
て、8/6～15まで知床五湖分岐点からカムイワッカの滝までの約11
㎞区間に加えて、自然ガイドがシャトルバスに同乗して解説する等
の魅力的で快適に楽しめる滞在型ツアーコンテンツとして、9/30～
10/2まで国道334号交点ゲートからカムイワッカの滝までの約19㎞
区間について一般車両の通行を規制し、シャトルバスを運行した。
期間中、5,328人がシャトルバスを利用した。
　負担金は、実施主体である協議会の運営経費の一部を負担するも
のである。

　公共施設の二酸化炭素の排出を抑制しながら使用電力の省電力化
を図るため、一部公共施設の照明LED化実施した。
（債務負担行為　R4～R13）

　エゾシカの有効活用を推進するため、許可を受け捕獲されたエゾ
シカの残渣処理費相当分を有効活用事業者に対して補助した。

　斜里町の優れた自然環境を保全するため、河川等水質の環境測定
を実施した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-22

知床サスティナブルウイーク 1,000 1,000

事業

(世界自然遺産対策事業費)

2-1-23

知床自然センター窓ガラス 3,883 1,941 1,900 42

補強事業

（国立公園内園地管理事業費）

知床五湖園地ろ過浄水施設更新事業 24,365 12,182 12,100 83
（国立公園内園地管理事業費）

　知床五湖園地ろ過浄水施設設設計測量業務委託

　・契 約 額　　5,665千円

　・契約業者　　グローバル設計株式会社

　知床五湖園地ろ過浄水施設更新工事

　・契 約 額　　18,700千円

　・契約業者　　株式会社長屋工業

ホロベツ園地再整備基本計画 2,970 2,970

策定事業

（国立公園内園地管理事業費） 　・契 約 額　　2,970千円

　・契約業者　　公益財団法人知床財団

自 然 環 境
整 備
交 付 金

辺地対策事
業 債

　世界自然遺産地域に位置する知床自然センターを拠点として、知
床のアウトドア活動の可能性や自然保護と利用について発信するイ
ベントを開催した。
　・事業実施期間　令和4年9月30日～令和4年10月10日（11日間）
　・来 場 者 数　 13,812人

国 立 公 園 内
園 地 管 理 費

　知床自然センター正面窓ガラスの補強工事を行い暴風被害対策を
講じた。

　・契 約 額　　3,883千円
　・契約業者　　土橋工業株式会社

自 然 環 境
整 備
交 付 金

辺地対策事
業 債

自 然 保 護
対 策 費

　知床五湖園地の老朽化したろ過浄水施設の更新及び上屋の建設を
行うことにより飲用水提供の安定化を図った。

　知床国立公園の拠点であるホロベツ地区の魅力向上を目的として
ホロベツ園地再整備基本計画の策定を行った。ふるさと応援

「 み ど り 」
基 金

1,570

地 域 づ く り
総 合 交 付 金

1,400



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-24 町有林管理調査事業 2,000 2,000 　適期施業による町有林管理を進めるため調査業務を行った。

町有林管理費 （町有林管理事業費） 契約金額： 2,000千円

委託業者： 網走地区森林組合

町有林整備事業 22,354 11,785 10,569

（町有林整備事業費） 財 産 売 払

収 入 　下刈事業（日の出・峰浜・越川・来運） 11.49ha 2,442千円

　間伐事業（越川） 31.80ha 10,914千円

　植栽事業（越川） 4.22ha 5,952千円

　野鼠駆除剤散布 8.19ha 35千円

　搬出路整備及び改修等 3,011千円

2-1-26
トイレ洋式化事業（公民館係） 6,380 6,380
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

3,268

3,112

トイレ改修事業（博物館） 4,400 4,400 0
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

2,327

2,073

文化施設活
動継続・発
展等支援事
業費補助金

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

　町有林の公益的機能等を発揮するため、補助事業等を活用し、次
の事業（施業）を行った。

　新型コロナウイルス感染症対策として、ゆめホール知床の和式ト
イレを抗菌仕様の洋式トイレに改修を行った。（9基）地 方 創 生

臨時交付金

　来館者が安心・安全に使用できる施設環境を整えるため、知床博
物館本館及び交流記念館のトイレ(11基)について、抗菌改修工事を
実施した。

地 方 創 生
臨時交付金

文化施設活
動継続・発
展等支援事
業費補助金
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

トイレ洋式化事業（総務係） 26,400 26,400
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】

トイレ洋式化事業（契約財産係） 248 248
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】

トイレ洋式化事業（観光係） 1,463 1,463
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】

トイレ洋式化事業（体育振興係） 2,607 2,607 0
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】 ・海洋センタープール（3基）　　：935千円

・ウトロ地域水泳プール（1基）　：253千円

・スケートリンク休憩棟（4基）：1,034千円

・斜里町武道館（2基）　　　　　：385千円

トイレ洋式化事業（公民館係）
907 907

(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】

感染症対策事業（児童育成係） 3,769 3,768 1
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

　仲よしクラブ支援員報酬：46千円

　感染症対策用消耗品費：3,198千円（町立事業所分）

　令和3年度返還金：25千円

　助成先：認定こども園斜里大谷幼稚園

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

　新型コロナウイルス感染症対策として、夕陽台の湯（1基）とウナベ
ツスキー場ロッジ（3基）のトイレを洋式化した。
　・夕陽台の湯トイレ洋式化　　　　　　　　　396千円
　・ウナベツスキー場ロッジトイレ洋式化　　1,067千円

・トイレ21基　・洗面14台　・掃除流し台6台

　新型コロナウイルス感染症対策として、役場庁舎のトイレの洋式
化及び、洗面等を非接触型に改良した。

　新型コロナウイルス感染症対策として町立の子育て関連施設で使
用するマスクや消毒薬などの消耗品を購入したほか、消毒等の業務
増に対応する人件費を支出した。
　また、民間の認定こども園で同趣旨により購入した消耗品等に対
し、国・道財源の補助金を交付した。

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

　補助額：500千円

新型コロナウイルスの感染拡大対策のため、体育施設のトイレの洋
式化改修工事を実施した。

　新型コロナウイルス感染症対策補助金

　新型コロナウイルス感染症対策として、かえで集会所のトイレを洋
式トイレに改修した。（1基）

　新型コロナウイルス感染症対策として、公民館分館の和式トイレを
洋式トイレに改修を行った。（大栄1基・朱円2基）

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

地 方 創 生
臨 時
交 付 金



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

感染症対策事業（学校教育係） 2,699 2,670 29
（密集軽減のための輸送能力増強事業）

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

感染症対策事業（公民館係） 2,464 2,464
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

　・契約金額：2,464千円
1,232

1,232

感染症対策事業（総務係） 1,714 1,714
（消防負担金分）
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】 　・消防負担金　　　1,714千円

感染症対策事業（企画係） 3,917 3,917
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

感染症対策事業（児童育成係） 3,771 3,771
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

　[暖房] 312千円

地 方 創 生
臨時交付金

文化施設活
動継続・発
展等支援事
業費補助金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

　・契約業者：伴ビジネス(有)

　利用者が多いスクールバス路線について、登校便を1台追加し、
2台に増便することで密集の軽減を図り、乗車中の感染リスク低減
を図った。

　・事業期間：令和4年10月1日～令和5年3月31日

　[エアコン]  3,459千円

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

　新型コロナウイルスの感染・拡大予防のため、エアコンの新規設
置と暖房機の更新を行った。

　 ・双葉（2台）

　　・双葉（1台） はまなす（2台） 中斜里（2台） ウトロ（1台）

　・契約業者：斜里バス㈱

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策事業とし、救急隊
員の感染リスク抑制・感染予防備品及び消耗品の整備等救急体制の
確保を図り、さらにトイレ洋式化等の感染対策に係る経費を負担金
として支出した。

　新型コロナウイルス感染症対策に係るアルコール等消耗品、アク
リルパーテーション、抗原検査キットを整備した。また、情報提供
体制の整備を図るために、公式LINE機能整備を実施した。

　・新型コロナウイルス感染症対応消耗品　2,493千円
　・アクリルパーテーション　　　　　　　   71千円
　・抗原検査キット　　　　　　　　　　　　396千円
　・公式LINE機能構築業務委託　　　　　　　957千円

　新型コロナウイルス感染症対策として、ゆめホール知床の各室の空
気の滞留を軽減するため、空気清浄機の設置を行った。（9台）

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26
感染症対策事業（健康支援係） 1,936 1,936
（病院事業会計繰出分）
(新型コロナウイルス感染症対策事業費)

【繰越明許費】 　・病院事業会計繰出金　　　1,936千円

感染症対策事業（学校教育係） 3,090 3,090
（密集軽減のための輸送能力増強事業）

（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

庁内デジタル化推進事業 16,929 16,929

（庁内デジタル化推進事業費）

保育ICT導入事業 5,305 1,800 3,000 505

　契約金額（ICTシステム使用料）：402千円

　その他事業費（ICT備品購入等）：4,903千円

子育て世帯生活支援特別 9,079 5,224 3,855

給付金事業

（子育て世帯生活支援特別給付金事業費）

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

地 方 創 生
臨時交付金

　・契約業者：斜里バス㈱

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、低所得の子育
て世帯に対し生活支援を行う観点より、対象となる子育て世帯に対
し子ども1人あたり5万円を支給した。

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

（庁内デジタル化推進事業費） 地 方 創 生
臨 時
交 付 金 他

新型コロナウイルス感染の影響を受けない庁舎機能の維持と執務環
境を構築するため、庁内デジタル化と環境整備を実施した。

　・公共施設Wi-Fi回線利用料　　　　　　　　　　 421千円
　・公民館ホールプロジェクター取付工事 　　　　　96千円
　・公共施設Wi-Fi環境強化整備工事　　　　　　 5,830千円
　・DX推進室（旧休養室）等Webモニター設置工事　 384千円
　・役場庁舎休養室等リモート会議室化改修工事　5,940千円
　・公民館ホール　プロジェクター購入　　　　　1,089千円
　・オンライン会議関連備品購入　　　　　　　　3,169千円

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

　・事業期間：令和4年4月1日～令和4年9月30日

　保育業務の負担軽減と利用者の利便性向上を図るため保育業務へ
のICT導入を図った。ふ る さ と

応 援
「いきいき」
基 金

　対象施設：町立保育園（2か所）、町立へき地保育所（2か所）

　契約業者（ICTシステム）：株式会社コドモン

　給付金支給額：3,500千円

　システム改修費等事務費：1,724千円

　令和3年度返還金：3,855千円

　支給世帯数：32世帯

　支給対象児童数：70人

　利用者が多いスクールバス路線について、登校便を1台追加し、
2台に増便することで密集の軽減を図り、乗車中の感染リスク低減
を図った。

　町立国保病院における新型コロナウイルス感染症の感染対策とし
てバイオハザード対策用安全キャビネット購入費用を繰出金として
支出した。

子育て世帯
生 活 支 援
特別給付金
事 業 費
補 助 金 他



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26

北海道子育て世帯臨時特別 700 700

給付金支給事業

2,462 2,461 1

（生活者支援事業費）
（児童育成係）

　※町立へき地保育所利用児童分は学校給食費の無償化に含め実施

28,287 28,287

（生活者支援事業費）
（学校給食係）

物価高騰等生活支援事業 537 537
（生活者支援事業費）

高齢者世帯等生活支援事業 12,600 12,600

（生活者支援事業費）

6,600
・助成世帯 1,036世帯
・助成内容 1世帯あたり12,000円

6,000

子育て世帯給食費負担軽減事
業

　新型コロナウイルス感染症及び物価高騰の子育て世帯への影響を
鑑み、食材料費の支援及び給食費の減額を行った。地 方 創 生

臨 時
交 付 金 　事業期間：令和4年9月～令和5年3月（7か月分）

　対象者：町内学校児童・生徒及びへき地保育所児童の保護者

　事業費：町内学校分　25,843千円  へき地保育所分　2,444千円

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

　給付金支給額：700千円

　支給世帯数：32世帯

　対象者：町内保育園、認定こども園利用児童の保護者

コロナ禍における原油価格の高騰により、光熱水費や食糧費など
様々な支出が増加するなか、その影響が特に大きいと考えられる低
所得の高齢者及び障がい者世帯を支援することによる当該世帯の影
響緩和を図った。

　　　　：町内認定こども園：1,229千円

　事業費：町立保育園：1,233千円

子育て世帯給食費負担軽減事
業

　新型コロナウイルス感染症及び物価高騰の子育て世帯への影響を
鑑み給食費の無償化を行った。地 方 創 生

臨 時
交 付 金

　国事業である子育て世帯生活支援特別給付金と対象者を同じく
し、北海道が独自の子育て世帯臨時特別給付金支給事業を創設した
ことから、子ども1人あたり1万円を上乗せし支給した。

北 海 道
子育て世帯
臨 時 特 別
給付金支給
事 業 費
補 助 金

　支給対象児童数：70人

（北海道子育て世帯臨時特別給付金
支給事業費）

　コロナ禍や原油価格、物価高騰の影響を受ける郊外地の水道組合
へ水道給水運営経費に対し助成し、物価高騰等に対する生活支援を
図った。

　・斜里町物価高騰等生活支援金（15水道利用組合）　 537千円

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

高 齢 者
世帯等生活
支 援 事 業
補 助 金

　事業期間：令和4年9月～令和5年3月（7か月分）
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事 業 名 決 算 額
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事 業 の 概 要 と 成 果
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地域公共交通支援事業 2,138 2,138

（事業者支援事業費）

（住民活動係）

地域公共交通支援事業 431 431
（事業者支援事業費）
（学校教育係）

地域公共交通支援事業 188 188

（事業者支援事業費）
（公民館係） 　・事業者　：(株)美咲興業

　・助成金額：188千円

事業継続緊急支援事業 31,750 31,750
（事業者支援事業費）

3,500 3,500

（事業者支援事業費）

デジタルクーポン発行事業 67,708 58,207 9,501

（事業者支援事業費）

46,736

道 補 助 金

11,471

地 方 創 生
臨時交付金

　・補助額：431千円

　・助成先：斜里バス㈱、斜里ハイヤー㈱

　社会活動振興バスの安定した運行維持のため、事業者に対し燃料
費の一部支援を行った。

　・路線バス事業者　　　　　　：1,655千円

地 方 創 生
臨時交付金

デジタルクーポン発行導入準
備事業

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい経営状態にある公
共交通事業者が、コロナ禍による燃油高騰の影響で、更なる経営悪
化に直面していることに鑑み、住民の生活交通を支える地域公共交
通を維持・確保するため、燃料費の増加相当分について支援を行っ
た。

地 方 創 生
臨時交付金

地 方 創 生
臨時交付金

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

　コロナによる売り上げの減少対策などで発行していた商品券等
を、デジタル技術を活用した商品券やクーポン、チケット、スタン
プラリーなどの対応ができるように、新たな電子ツールの導入準備
を行った。

　・市街地地域ハイヤー事業者　：  395千円
　・ウトロ地域ハイヤー事業者　：   88千円

　町内の飲食・宿泊応援券や共通券などを電子クーポンとポテト
カードプリペイドで販売。発行総額274,530千円分販売し、プレミ
アム分と事務費の67,708千円を支援した。

新型コロナウイルス感染症拡大により、厳しい経営状況にある公共
交通事業者が、コロナ禍における燃油費高騰により、更なる経営困
難に直面していことに鑑み、住民の生活交通を支える地域公共交通
を維持・確保するため、燃油高騰の影響を受けた公共交通事業者に
対して助成を行った。

　コロナによる観光客の往来の低迷や原油・物価高騰の影響を受け
て売り上げが減少している事業者で、北海道の支援対象者になった
事業者に対し業種区分と従業員数に応じて50～600千円給付した。

・給付件数　146件

・給付金額　31,750千円

・発行総額：274,530千円

　①デジタルクーポン 167,058千円

　②ポテトプリペイド107,472千円
・助成金：67,708千円
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知床国立公園カムイワッカ地区 2,100 2,100

利用適正化対策協議会助成事業

（経済対策事業費）

知床流氷観光振興事業 17,997 17,997

（経済対策事業費） 　決 算 額

　助 成 先

　事業内容

　決 算 額

　助 成 先

　事業内容

　決 算 額

　助 成 先

　事業内容

　決 算 額

　助 成 先

　事業内容

　・地域公共交通運行支援事業

地 方 創 生
臨 時
交 付 金

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

　国立公園内の適正利用を目的とするシャトルバス運行について、
新型コロナウイルス感染拡大に伴う減収分を助成した。

　・知床流氷くるポン発行事業
地 方 創 生
臨 時
交 付 金

：12,496千円

：知床斜里町観光協会

：コロナ禍及び海難事故によって低迷している知床観
光の需要回復を図るべく、プレミアムクーポン（知床
流氷くるポン）を販売・贈呈し、知床への来訪動機を
高め、誘客を促した。

　・観光プロモーション支援事業

：3,101千円

：知床斜里町観光協会

：誘客効果を高めることと、海難事故によって著しく
劣化した「知床観光」のイメージを緩やかに回復させ
る為、流氷観光に特化した特設Webサイトの構築やSNS
広告、バスラッピング等を行った。

：1,400千円

：斜里バス㈱

：女満別空港とウトロ地区を結ぶ知床エアポートライ
ナーを1往復増便し、流氷観光の誘客を促した。

　・アクティビティ運営支援事業

：1,000千円

：コロナ禍において自主運営が困難となった「厳冬期
の知床五湖エコツアー」に対し、臨時的な支援を行っ
た。

：知床五湖冬期適正利用協議会
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事 業 の 概 要 と 成 果
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経済対策事業 1,080 1,080

（経済対策事業費）

【繰越明許費】

2,131 2,131

（経済対策事業費）

【繰越明許費】

電力・ガス・食料品等価格 128,700 126,114 2,586
高騰緊急支援給付金事業

（電力・ガス・食料品等価格高騰緊
急支援給付金事業）

24,955 24,955

　・斜里町一次産業燃油生産資材高騰対策支援金　　24,955千円

10,430 10,430

　・斜里町一次産業燃油生産資材高騰対策支援金　10,430千円

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

ビジネスサポートフォロー
アップ事業

　燃油・石油製品を原料とする生産資材の高騰により、深刻な経営
状況にある一次産業事業者（農業者244戸）を支援し、一次産業事
業者の維持・確保を図った。

地 方 創 生
臨時交付金

（一次産業燃油生産資材高騰
対策支援事業費）

一次産業燃油生産資材高騰対
策支援事業（農政係分）

一次産業燃油生産資材高騰対
策支援事業（水産林務課分）

　燃油・石油製品を原料とする生産資材の高騰により、深刻な経営
状況にある一次産業事業者（林業・水産業）60名を支援し、一次産
業事業者の維持・確保をはかった。

地 方 創 生
臨時交付金（一次産業燃油生産資材高騰

対策支援事業費）

地 方 創 生
臨時交付金

　ビジネスサポート事業等の指導を受けて事業計画を作成した事業
者が国・道等の補助事業には該当しない事業を町が支援することに
より、新たな展開や成長が見込まれるものとして、ＨＰ制作や店舗
の改修等へ支援を行った。

地 方 創 生
臨時交付金

 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、物価・賃
金・生活対策として、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担
増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税
世帯）に対して、1世帯あたり5万円の給付金の支給を行った。

臨 時 特 別
給付金事業
補 助 金

　・給付件数：1,372件

・実施件数：6件

・補助金額：2,131千円

　女満別空港整備・利用促進協議会が実施する航空機利用ツアー造
成事業に対し支援を行った。

　・女満別空港整備・利用促進協議会負担金 1,080千円
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新型コロナウイルス 59,826 57,789 658 1,379

ワクチン接種体制確保事業
（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）

35,134  ・集団接種の運営及び個別接種の実施

 ・小児及び乳幼児接種の実施

 ・予約管理システムの導入、健康管理システムの改修
22,655  ・接種券の調達・印刷・発送

 ・交通困難者に向けた集団接種会場への送迎支援

新型コロナウイルス 21,856 21,833 23

ワクチン接種体制確保事業
（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費）

9,977

【繰越明許費】

11,856

701 701

【繰越明許費】

　支給対象児童数：7人

住民税非課税世帯等に対する 19,873 19,873
臨時特別給付金事業

【繰越明許費】

 ・小児及び乳幼児接種の実施接種体制確保
事 業 補 助 金  ・予約管理システムの導入

接種体制確保
事 業 補 助 金

接種対策費
負 担 金

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

接種対策費
負 担 金

子育て世帯への臨時特別給付
金事業

（子育て世帯への臨時特別給付金事
業費）

　給付金支給額：700千円

　その他事務費：1千円

　支給世帯数：7世帯

 ・接種券の調達・印刷・発送

　新型コロナウイルス感染症の発症や重症化の予防を目的として、
コロナワクチンの集団接種及び町内医療機関での個別接種を行っ
た。

 ・交通困難者に向けた集団接種会場への送迎支援

　・給付件数：179件

　令和4年3月12日以降出生の子ども7名について、令和5年4月1日以
降に支給した。

子育て世帯
へ の 臨 時
特別給付金
事 業 費
補 助 金

住所地外者
接種負担金

 ・集団接種の運営及び個別接種の実施

　新型コロナウイルス感染症の発症や重症化の予防を目的として、
コロナワクチンの集団接種及び町内医療機関での個別接種を行っ
た。

住所地外者
接種負担金

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、様々な困難
に直面した方が、速やかに生活・くらしの支援を受けられるよう、
住民税非課税世帯等に対して、1世帯あたり10万円の給付を行っ
た。

臨 時 特 別
給付金事業
補 助 金

（住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金事業費）
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-1-26
学校保健特別対策事業 4,854 4,826 28
（新型コロナウイルス感染症対策事業費）

【繰越明許費】

GIGAスクール構想推進事業 1,100 1,100

（GIGAスクール推進事業費）

【繰越明許費】

2-1-27

遊覧船事故対応事業 28,284 10,412 17,872
（遊覧船事故対策事業費） 海 難 事 故

基 金
6,477

寄 付 金

3,935

2-1-28

3.20斜里町油濁事故対策事業 402 402
（3.20斜里町油濁事故対策事業費）

2-2-1

賦 課 徴 収 費 路線価評価業務委託事業 2,200 2,200

(賦課事業費）

　契約金額 6,600千円（令和3年度～令和5年度債務負担行為）

　委託期間 令和3年5月21日～令和6年2月29日

　契約業者 ㈱北海道朝日航洋

　現状の市街地分布を価格形成要因に反映させ、適正かつ均衡の取
れた評価を実現するため、標準宅地および路線価について、大幅な
見直しを実施。２年目は、路線の付設および価格形成要因調査など
を行った。

新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス
感 染 症 対 策
事 業 費

地 方 創 生
臨 時
交 付 金 他

3.20 斜 里 町
油 濁 事 故
対 策 事 業 費

令和5年3月20日に発生した油濁事故への対応を実施した。
　・職員手当　　　　378千円
　・対応関連消耗品　 24千円

　・アルコール消毒液、朝日小給食堂網戸、斜里中教室網戸等

　学校における感染症対策を行い、学校教育活動を継続するため、
備品及び消耗品の整備を行った。

　GIGAスクールサポーターを配置し、急速な学校ICT化による学校
の人的体制の支援を行った。
　・事業期間：令和4年4月1日～令和4年9月30日

地 方 創 生
臨時交付金

遊 覧 船 事 故
対 応 事 業 費

令和4年4月23日に発生した遊覧船事故への対応を実施した。
　・職員手当　　　　　　4,561千円
　・消防組合負担金　　　4,375千円
　・事故対応職員日当　　　　7千円
　・事故対応関連消耗品　2,289千円
　・事故対応職員弁当等　　283千円
　・事故対応車両燃料費　　140千円
　・事故対応備品　　　　4,130千円
　・事故対応光熱水費他　1,404千円
　・レンタカー使用料　　　683千円
　・捜索費用支援負担金　6,477千円
　・基金積立金　　　　　3,935千円



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

2-2-1

賦 課 徴 収 費 標準宅地鑑定評価業務 3,243 3,243

委託事業
(賦課事業費）

　契約金額 3,243千円

　委託期間 令和4年5月31日～令和5年3月10日

　契約業者 ㈱REストラテジー

2-3-1

個人番号カード交付推進事業 1,689 1,689

（戸籍住民登録一般事業費）

戸籍情報システム改修事業 6,505 6,505

（戸籍住民登録一般事業費）

1 1

（戸籍住民登録一般事業費）

21,332 21,332

（戸籍住民登録一般事業費）

証明書交付手数料キャッシュ
レス決済推進事業

　令和4年12月から住民票や戸籍証明書等の手数料について、ＱＲ
コードを用いたキャッシュレス決済による納入を開始した。
　
　・令和4年度　利用件数　25件

証明書自動交付サービス事業
　マイナンバーカードを使用して、全国のコンビニエンスストア等
で住民票や印鑑証明書、戸籍証明書が取得できるようにコンビニ交
付システムを構築し、令和５年３月より運用を開始した。

　・コンビニ交付システム構築業務委託料　 　14,300千円
　・住基システムコンビニ交付導入業務委託料　6,820千円
　・基幹ネットワーク設定変更業務委託料　     　79千円
　・証明書等自動交付サービスに係る運営負担金 　58千円
　・その他                                 　　75千円

　３年に１度の評価替え（令和６年度）に則った固定資産（土地）
の適正な評価のため、標準宅地６７地点の不動産鑑定を行った。

戸 籍 住 民
登 録 費

　会計年度任用職員を任用し、個人番号カードの申請および交付体
制の拡充を図った。
　・会計年度任用職員人件費　　　　　　　　1,118千円
  ・通信運搬費（郵便料）　　　　　　　　　　424千円
　・その他（消耗品・タブレット端末借上等）　147千円
　　【令和4年度　交付枚数3,725枚、申請枚数4,235枚】

　戸籍事務へのマイナンバー制度導入に対応するため、戸籍システ
ムの改修やスキャナー、指紋認証システムを導入した。
これにより、令和５年度末より戸籍証明書等の広域交付や副本記載
情報の参照が可能となる。
　・戸籍情報システム改修　　　　6,109千円
　・戸籍情報システム符号取得作業　396千円
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【民　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
3-1-2
心身障害者及び 基幹相談支援センター 3,790 1,864 1,926
母子特別対策費 運営事業

（障害者地域生活支援事業費）

　・負担金 3,790千円

438 438

　契約金額 ：438千円

　事業期間 ：令和4年6月1日～令和4年6月30日

　契約業者 ：(株)開発工業　

292 292

　契約金額 ：292千円

　事業期間 ：令和4年8月1日～令和4年8月31日

　契約業者 ：(株)遠藤工務店

3-1-5
老人福祉費 ウトロデイサービス 8,465 7,000 1,465

事業運営費助成事業
（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ運営支援事業費）

5,720 5,720

（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ運営支援事業費）

7,810 4,300 3,510

（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ運営支援事業費）

地 域
づ く り
総合交付金

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

 施設機能の長寿命化を図るため、老朽化した給湯・暖房ボイラの
更新を行った。

 斜網地域1市4町を整備区域として、障がい者の高齢化・重度化や
親亡き後を見据え、障がい児者が住み慣れた地域で安心して暮ら
していけるよう、多種多様な相談に対応する「基幹相談支援セン
ター」を共同設置し、事業運営を法人へ委託した。

 ウトロデイサービスセンター事業の収支不均衡分について、運営
助成を行った。過 疎 対 策

事 業 債

 施設機能の長寿命化を図るため、老朽化した機械浴の更新を行っ
た。

斜里デイサービスセンターボイ
ラー更新事業

ウトロデイサービスセンター
機械浴整備事業

3-1-3
子ども通園セ
ンター費

立木伐採事業
（子ども通園センター管理運営事業費）

　斜里地域子ども通園センター北側の立木9本を撤去した。

木塀修繕事業
（子ども通園センター管理運営事業費）

　斜里地域子ども通園センタ―敷地外周に設置している木塀を修
繕した。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

3-1-5

老人福祉費 地域おこし協力隊事業 7,281 7,281
（特別養護老人ホーム分）

（地域おこし協力隊事業費）

　・R3.7.1雇用　大阪府出身
　　特別養護老人ホームやすらぎの苑 勤務
　・R3.10.1雇用　恵庭市出身
　　特別養護老人ホームえみある 勤務

斜里福祉会緊急経営 63,093 63,093
安定資金助成事業
（斜里福祉会緊急経営安定資金助成事業費）

　・助成額 63,093千円

3-1-6
在宅福祉推進費 高齢者生活支援事業 11,122 11,122

（高齢者生活支援事業費）

　・各サービスの概要と成果については別紙のとおり

低公害車購入事業（福祉車両） 4,794 4,000 794

（認知症高齢者支援事業費）

重層的支援体制整備事業への移行準備事業 14,390 10,792 3,598

（包括的相談支援体制整備事業費）

・相談支援包括化推進員の配置：２名

・庁内ネットワーク会議の開催：２回

・相談支援担当会議（プロジェクト会議）の開催：５回

・課題テーマ型検討会の開催：１回

・多機関連携ケース共有会議の開催：２回

・先進地視察：三重県伊勢市・鳥羽市、宮崎県三股町・門川町

地 域 活 性 化
事 業 債

 現在使用している車両の老朽化に伴い、新たに車両を購入する。
なお、購入車両は環境への配慮からハイブリット車両を導入し
た。
　・町内訪問用車両：軽自動車　2台
　・一般移動及び災害対応用車両：SUV車　1台

 総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、斜里福祉会の就労
を中心とした介護支援により、高齢者が安心して暮らし続けられ
る環境づくりの一助として、また斜里町における地域包括ケアが
持続可能となるシステムづくりの構築を支援した。

 高齢者及び障がい者に対し、各種サービスを提供し、自立生活の
維持向上を支援した。

 斜里福祉会に対し、緊急的に経営安定資金を助成することによっ
て、安定した事業（施設）運営と、早期のユニット再開による介
護サービス態勢確保のため緊急・特例的な措置を講じた。
ただし、町が別途議決済みの債務負担行為である既存の施設建設
時の借入償還金助成金の残額を限度とする（先渡し助成）。

　地域住民の抱える複雑化・複合化した課題に対応するため、介
護、障がい、子ども、生活困窮等の相談支援事業等を包括的に行
う相談支援体制の整備を図った。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

3,300 3,300

（はまなす保育園管理運営事業費） 　契約金額 ：3,300千円
　事業期間 ：令和4年2月15日～令和4年6月30日
　契約業者 ：(株)朝日製作所

2,035 2,035

（へき地保育所管理運営事業費） 　契約金額 ：2,035千円

　事業期間 ：令和4年2月14日～令和4年6月30日
　契約業者 ：(株)朝日製作所

3-2-6
23 23

（子どものための教育・保育事業費） 　助成額 ：23千円
　 　対象児童数 ：1人

471 471

（子どものための教育・保育事業費） 　助成額 ：471千円
　対象件数 ：50件

2,224 1,668 556

（子どものための教育・保育事業費） 　助成先 ：認定こども園斜里大谷幼稚園
　助成額

1,540 666 874

（地域子ども・子育て支援事業費）

　

　委託金額

　契約業者

　登録会員数 ：41人

　利用件数 ：45件

　①ファミリー・サポート・センター運営委託事業

ふ る さ と 応 援
「 い き い き 」
基 金

はまなす保育園環境整備事業

ウトロへき地保育所環境整備
事業

　はまなす保育園園庭に設置している遊具を改修・更新した。

　助成額　：25千円

　対象件数：45件

　②ファミリー・サポート・センター利用料助成事業

　幼児教育無償化により実費負担となった給食食材費について、
町立保育園に準じ民間の認定子ども園利用保護者に対し一部を助
成し負担軽減を図った。

　ファミリー・サポート・センターの運営を委託し子育ての相互
援助活動を進めた。併せて利用保護者に対し利用料金の一部を助
成した。

：(福)斜里町社会福祉協議会

　民間の認定こども園が保育教諭不足への対応策として雇用する
保育補助者に係る人件費の一部を補助した。

：2,224千円

認定こども園給食費助成事業

子 ど も ・
子 育 て
支 援 交 付 金

：1,515千円

ファミリー・サポート・セン
ター事業

認定こども園保育補助者雇上強
化補助事業

3-2-4
へき地保育所
費

　ウトロへき地保育所園庭に設置している遊具を改修・更新し
た。ふ る さ と 応 援

「 い き い き 」
基 金

子ども・子育
て支援対策費

認定こども園第三子以降保育
料免除事業

保 育 対 策
総 合 支 援
事 業 費
補 助 金

　民間の認定こども園利用児童の保護者に対し18歳未満で第3子以
降の利用児童の保育料等を助成し負担軽減を図った。

3-2-3
常設保育園費



別 　　 紙
高齢者生活支援事業概要と成果内訳 （単位：千円）

一般財源 利用者負担金

理美容サービス事業 74 74

移送サービス事業 72 72

除雪等サービス事業 291 291

在宅生活者介護用品 2,180 2,180

購入助成事業

274 274

7,979 7,979

10,870 10,870 0

事業費
財源内訳

在宅生活者で寝たきり等の理由により理美容院に出向くことが困難な方に、訪問によ
る理美容サービスを提供した。

　委託先：斜里町社会福祉協議会
　実利用者数：15名　　延利用回数：38回

　施設介護サービス：  393名　　3,720,235円

介護保険サービス利用者の利用料を助成することにより、介護負担の軽減を図った。

　委託先：斜里町高齢者勤労センター、株式会社 リーチアウト

医療系施設に3ヶ月以上入院し、おむつ等介護用品を利用している高齢者に、購入費用
の助成を行い、金銭的負担の軽減を図った。

サ　ー　ビ　ス　名 事　　業　　の　　概　　要　　と　　成　　果

車イスやストレッチャーでなければ外出できない高齢者等に、病院受診や入退院時に
専用車両で移送するサービスを提供した。

　実利用者数：5名　　延利用者数：11名

　実利用者数：8名

介護サービス利用者
負担軽減事業

　上記以外サービス：1,202名　　4,259,013円

高齢者生活支援事業　　合    　計

除雪等が困難なひとり暮らし高齢者等に対し、15㎝以上の積雪がある場合に、自宅玄
関前から道路までの道幅1ｍを避難経路確保のため、除雪等サービスを提供した。

　実利用者数：63名　延出動時間：221時間

常時失禁状態にあると医師に診断された高齢者等に対し、おむつ等介護用品購入費用
の助成を行い、金銭的負担の軽減を図った。

　実利用者数：66名　延利用者数：465名

医療入院者介護用品
購入助成事業
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【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源

4-1-1

人工透析患者送迎支援事業 5,021 305 4,716

（地域医療対策事業費）

　利用者数 3人
　事業費 5,021千円

斜網地域周産期医療支援事業 4,218 4,218

（地域医療対策事業費）

　負担金 4,218千円

4,798 4,600 198

（地域医療対策事業費） 　負担金 4,798千円

9,150 9,150

（地域医療対策事業費）

　負担金 9,150千円

4-1-2
環 境 衛 生 費 浄化槽設置整備事業 5,123 851 4,272

（浄化槽設置整備事業費）

・設置戸数　7戸

・浄化槽設置整備事業補助金　4,883千円

・浄化槽設置促進助成金　  　　240千円

4-1-3
健康意識向上事業 1,828 1,210 618

（成人保健事業費）

過 疎 対 策
事 業 債

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　人工透析患者の送迎支援のため小清水赤十字病院送迎用介護タ
クシー(町が業者委託）を運行を行った。本事業は令和4年度を以
て終了。

保 健 衛 生
管 理 費

　網走厚生病院脳神経外科の令和３年度実績による収支差額損失
金を斜網地域（1市4町）自治体で按分し、斜里町負担割合分
（18.3％）を負担した。

保健対策推進
事 業 費

　下水道整備計画区域外で、合併浄化槽を設置する住民に、その
設置経費に対して補助金交付を行う事により、快適な生活環境の
保全と公衆衛生の向上を図った。

　18歳から65歳未満の町民が健康づくりに興味を持ち継続して健
康行動(ｳｫｰｷﾝｸﾞ)に向かう動機づけとして健幸ﾎﾟｲﾝﾄ(行政ﾎﾟｲﾝﾄ)
を付与し、町民の健康の保持・増進を図った。

・健幸ポイント事業　18歳から65歳未満の参加者数　453人

　網走厚生病院における周産期医療の安定的な確保のため斜網地
域（1市4町）自治体で北海道厚生連に費用負担を行った。

網走厚生病院脳神経外科運営
支援事業

網走厚生病院血管造影装置更
新支援事業

　網走厚生病院の救急医療及び専門医療に不可欠な血管造影装置
更新のため斜網地域（1市4町）自治体で費用負担を行った。



【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

4-1-4
予防費 489 235 254

（感染症予防事業費） 　抗体検査受検者数 18人

1,865 1,865

（感染症予防事業費）

　接種者数 実49人 延130人

4-1-5

823 384 439

（母子保健対策事業費）

1,211 605 606

（母子保健対策事業費）

5,793 5,535 258

（出産・子育て応援事業費）

4-2-2
廃棄物処理費 67,914 67,914

（廃棄物収集事業費） 　斜里町家庭系一般廃棄物収集業務委託

　・契約額：67,914千円

　・契約業者：しれとこ斜里衛生事業協同組合

　産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るために、産婦健
康診査及び要支援産婦への専門職(助産師等）による産後ケアを
実施し費用を助成した。

斜里町家庭系一般廃棄物
収集業務委託事業

　斜里町全域の家庭系一般ごみ、生ごみ、粗大ごみ及び資源ごみ
の収集を町が業務委託し、約2,300トンのごみを収集した。

風しん感染拡大予防対策事業

母 子 保 健
対 策 費

産婦健康診査・産後ケア事業

　・産後ケア利件数 57件

ＨＰＶ感染症定期予防接種事
業

　ＨＰＶ感染症予防接種（子宮頸がんワクチン）が令和4年4月に
積極的勧奨差し控えが解除されたことから、積極的勧奨を図りな
がら予防接種を実施した。

　風しん抗体保有率の低い世代の男性に対して、風しん抗体検査
及び予防接種を実施し、風しん感染拡大の予防を図った。

　・産婦健康診査受診件数 109件

　・子育て応援交付金　65人

3歳児健診視力検査事業 　3歳児健診における視力検査に屈折検査を導入し、弱視の早期
発見・早期治療につなげられるよう専用機器を購入した。

出産・子育て応援事業 　妊娠期から子育て期における様々なニーズに対応するための伴
走型支援と、この時期の不安の原因として問題となる経済的支援
を一体的に実施した。

　・出産応援交付金　49人
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【衛　生　費】 （単位：千円）

国道支出金 町　債 その他 一般財源
目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

4-2-2
廃棄物処理費 5,246 5,246

（廃棄物収集事業費）

　・助成先：ウトロ地区事業系ごみ処理運営組合

　・助成額：5,246千円

139,205 139,205

（廃棄物処理事業費）

　斜里町一般廃棄物処理業務委託

　・契 約 額：139,205千円

　・契約業者：クボタ環境・しれとこ斜里衛生事業協同組合

22,990 22,900 90

（廃棄物処理事業費）

ごみ運搬車両購入事業 28,050 27,600 450

（廃棄物処理事業費）

　・タイヤショベル2台 ：28,050千円

一般廃棄物広域処理事業 3,709 3,709

（廃棄物処理事業費）

　・広域処理施設基本構想策定業務負担金　　　784千円

　・広域化基本計画策定業務負担金　　　　　1,261千円
　・広域処理施設地下水利用検討業務負担金　1,664千円

4-2-3
14,580 7,316 7,264

(リサイクル推進事業費)

道内製鉄所向けに資源化施設生成物を売却するための加工に伴う
経費であり、560トンの生成物ペレットを売却した。

　・消耗品費　   3,614千円　フレコン、袋などの資材代
　・通信運搬費　 6,680千円　室蘭までのペレット運搬代
　・委託料　　　 4,286千円　袋詰め作業に伴う人件費

リサイクル推
進 事 業 費

斜里町一般廃棄物処理業務
委託事業

　ウトロ地域の事業系廃棄物排出事業者のごみ収集に対する事業
費を助成した。事業組合はウトロ地区のホテル等事業所に事業系
廃棄物用のごみ袋を販売し、運搬は業者に委託した。

生成物製品化加工事業

　斜里町全域の一般ごみ、生ごみ、粗大ごみをエコクリーンセン
ターにおいて処理する業務を委託し、約3,000トンのごみを処理
した。

資源化施設生成物移送コンベ
ア更新事業

ウトロ地区事業系ごみ処理
運営組合助成事業

　斜網地区1市4町による広域処理施設整備に向けた計画策定等に
伴う斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会への負担金

　資源化施設の高温高圧処理機から発生した生成物を３階まで運
搬する生成物移送コンベアについて、資源化利用量を増加させる
ため更新した。

　廃棄物処理・運搬等で使用する、タイヤショベル2台につい
て、過疎債を活用し購入した過 疎 対 策

事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債



【農林水産業費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
6-1-1

農業委員会費 農業委員道内視察研修事業 1,094 1,094
（農業委員会活動促進事業費）

　
　・実施日：令和4年7月6日（水）～8日（金）

　・視察先：(1日目)新潟市アグリパーク（新潟市）

　　　　　　(2日目)新潟県農業大学校（新潟市）

　　　　　　　　　 新潟市中央卸売市場（新潟市）

　・参加者：農業委員　11名、事務局　2名

6-1-2

農 業 振 興 費 経営所得安定対策推進事業 1,238 1,238
（農業振興事業費）

　　事業費：1,238千円

　　交付額：1,238千円

　　支出先：斜里町農業再生協議会

19,748 19,748

　　事業費： 33,465千円

　　交付額： 19,748千円

　　支出先：しれとこ斜里農業協同組合

　　　　　　ホクレン農業協同組合連合会　他5法人

地域づくり総合交付金事業 10,900 10,900

（農業振興事業費）

　　事業費：25,424千円

　　交付額：10,900千円

　　支出先：しれとこ斜里農業協同組合、産地産直組合

事 業 の 概 要 と 成 果

　農業委員の資質向上と委員会活動の活性化に向けた情報収集を目
的に、新潟市アグリパーク、農業大学研修センター等の農業関連施
設の視察研修を実施した。

持続的畑作生産体系確立緊
急対策事業
（農業振興事業費）

　経営所得安定対策の実施における要件確認等の推進事業を支援
し、事業の円滑な対応を図った。

目　　名
（款-項-目）

　国の「持続的畑作生産体系確立緊急対策事業」を活用し、病害虫
の発生リスクの低減や需要のある作物への転換及び労働力不足等の
課題に対応するため、病害抑制と需要に応じた生産拡大の両立、労
働負担軽減、環境に配慮した生産体系の確立、種子馬鈴しょの安定
供給に向けた取組みに対して補助金を交付した。

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

　道の「地域づくり総合交付金」を活用し、てん菜遊離土乾燥前処
理施設の整備及び機器類更新に対して補助金を交付した。また、同
交付金を活用し、加工用馬鈴しょの省力・効率的な生産体系の確立
及び減農薬並びに売上額の拡大を目的として、農業用機械を導入す
る取組みに対して補助金を交付した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-2

農 業 振 興 費 病害虫防除対策事業 84,768 78,059 6,709

（病害虫防除対策事業費）

　・「ジャガイモシロシストセンチュウ緊急防除事業」

　　防除概要：12,404a 

　　交付額：77,153千円

　　支出先：農業経営体 24戸

　・「馬鈴しょ集荷体制支援事業」

　　事業費：12,309千円

　　助成額： 6,150千円

　　支出先：しれとこ斜里農業協同組合

　・「病害虫防除対策事業」

　　事業費：1,465千円

　　事業内容： 啓発大看板製作等業務委託他

強い農業づくり事業（推進事業） 225 225
（強い農業づくり事業費）

　　事業費：　508千円

　　交付額：　225千円

　　支出先：しれとこ斜里農業協同組合

6-1-3

畜 産 振 興 費 2,200 2,200

（畜産振興事業費） 　　事業費：16,676千円

　　交付額： 2,200千円

　　助成先：斜里町酪農ヘルパー利用組合

　植物防疫法に基づき、北海道より業務を受託しジャガイモシロシ
ストセンチュウのまん延防止対策及び緊急防除を実施した。
　また、しれとこ斜里農業協同組合が行う、でん粉原料用馬鈴しょ
の集荷体制の見直しに伴う事業費の一部を助成した。

　道の「強い農業づくり事業（推進事業）」を活用し、玉ねぎの作
付拡大・普及・低コストで安定的な生産体系確立を目的として、5
畦プランターを用いた、玉ねぎ栽培における機械適正実証実験の取
組みに対して補助金を交付した。

　酪農家の労働負担の軽減と経営の効率化を図ることを目的に、酪
農ヘルパーを派遣する組合に対し助成金を交付した。

斜里町酪農ヘルパー利用
組合助成事業



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-4
無水地区飲料水対策事業 2,712 2,712

　　事業費： 5,424千円

　　助成額： 2,712千円

　　支出先：斜里山麓地区雑用水管理組合、朱円東和水道利用組合

　　　　　　斜里美咲川上地区給水施設管理組合、個人1件

6-1-6
1,089 1,089

（多目的広場等管理事業費）

6-1-10
多面的機能支払支援事業 136,898 102,562 31,000 194 3,142

(多面的機能支払支援事業費) 雑 入

　　交付先：斜里町農地保全広域協定運営委員会

6-1-12
美咲排水機場管理事業 6,000 3,264 1,368 1,368

(美咲排水機場管理事業費) 分 担 金

右岸排水機場管理事業 9,613 5,953 1,100 1,207 1,353

(右岸排水機場管理事業費) 分 担 金

1,097  ・右岸排水機場3号主ポンプエンジンクラッチ改修工事

雑 入 　　工事概要：3号主ポンプ　エンジンクラッチ改修　N=1台

110 　　契 約 額：5,445千円

　　工事期間：令和4年6月29日～令和5年1月31日

　　請負業者：㈱荏原製作所　北海道支社

斜網地域畑地かんがい施設 5,128 5,128

維持管理事業 分 担 金

(斜網地域維持管理事業費) 4,958

雑 入

170

　美咲排水機場の維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施設管
理事業）により行い、施設運営経費の負担軽減を図った。

　斜里右岸排水機場の維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施
設管理事業及び農業水路等長寿命化防災・減災事業）により行い、
施設運営経費の負担軽減を図った。

　斜網地域畑地かんがい施設を1市4町で共同管理するため、管理運
営協議会に対し負担金を支出した。また、緑ダム及び清泉頭首工の
維持管理を団体営土地改良事業（基幹水利施設管理事業）により行
い、施設運営経費の負担軽減を図った。
  小水力発電施設建設に係る負担金に対応するため、積立金を支出
した。

基幹水利施設
管 理 事 業 費

過 疎 対 策
事 業 債

多目的広場等
管 理 事 業 費

そよ風キャンプ場炊事場修繕事
業（ふるさと応援基金活用事業）

過 疎 対 策
事 業 債

農 業 開 発
事 業 費

　農漁村における生活等用水の不足等を解消、地域住民の生活安定
と文化的生活の向上に資するため、その対策事業に対して助成金を
交付した。

無水地区飲料
水対策事業費

ふ る さ と 応 援
「 ま ち な み 」
基 金

（無水地区飲料水対策事業費）

　農業農村の多面的機能の維持・増進を図るため、地域の活動組織
等が主体となって取り組む農地の草刈りや排水路の床ざらいなどの
農地維持活動に対して交付金を交付した。

　みどり工房しゃりそよ風キャンプ場の炊事場が老朽化に伴い、利
便性が低下していたことから、修繕を行い利便性向上を図った。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-1-13
道営農業農村整備事業 58,896 5,185 15,200 20,516 17,995

(道営農業農村整備事業費) 分 担 金
12,197

雑 入 　「川上大栄地区」

8,319 　　・区画整理（暗渠等） 4.4ha ・土層改良　1.3ha

　　・営農用水　L=100m

　「峰浜豊倉地区」

　　・区画整理（暗渠等） 64.2ha ・土層改良　13.1ha

　　・鹿　　柵　L=2,600m ・排水路　　547m

道営地域用水環境整備事業 5,086 5,086
（道営地域用水環境整備事業費）

　

6-2-1

林 業 振 興 費 斜里町みどり豊かな森林 9,532 1,944 7,588
環境整備促進事業

（民有林振興事業費） 　植栽事業 11.79ha 4,152千円

　下刈事業 40.25ha 2,797千円

　保育間伐事業 16.61ha 710千円

　枝打ち事業 20.62ha 1,805千円

　鳥獣害防止事業 61.39ha 68千円

森林環境譲与税基金積立事業 12,592 12,592

（基金積立事業費）
森 林 環 境
譲 与 税

基金積立金：12,592千円

森 林 環 境

譲与税基金

繰 入 金

国 営
畑 総 事 業
負 担 金 等
準 備 基 金
繰 入 金

過 疎 対 策
事 業 債

道営農業農村
整 備 事 業 費

　森林所有者の負担軽減により、民有林整備（施業）の推進を図る
ため、森林環境譲与税基金を活用した助成支援を行った。

　斜網地域畑地かんがい施設の維持管理費軽減に向け、緑ダムが有
する包蔵水力を活用した小水力発電施設の整備に伴う、試運転調
整、場内整備、組立調整等に係る負担金を支出した。

　農業経営基盤の安定・強化のため、道営担い手育成支援事業
「川上大栄地区」「峰浜豊倉地区」の圃場整備等を行った。

　森林整備及びその促進に必要な事業に要する経費の財源に充てる
ため、基金を設置して森林環境譲与税の積み立てを行った。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-3-1

水 産 振 興 費 13,895 13,895

（水産振興対策事業費）

　・助成先：斜里第一漁業協同組合

　・助成額：13,895千円

　・その他：平成30年度～令和8年度債務負担行為

浅海資源調査助成事業 300 300

（水産振興対策事業費）

　・助成先：ウトロ漁業協同組合、斜里第一漁業協同組合

　・助成額：300千円

鮭、日本一のまちPR事業 300 300

（水産振興対策事業費）

　・助成先：斜里町水産振興会

　・助成額：300千円

水産業振興構造改善事業
（水産振興対策事業費）

7,465 7,465

　・助成先：斜里第一漁業協同組合

　・助成額：7,465千円

　・その他：令和3年度～令和6年度債務負担行為

9,500 9,500

（水産振興対策事業費） 　・助成先：斜里第一漁業協同組合

　・助成額：9,500千円

海浜利用適正化調査事業 341 330 11

　取組内容：協議会の設立、制度面の研究、

　　　　　　現地調査、提言書の提出

海 浜 利 用
適 正 化
調 査 事 業
繰 入 金

　斜里第一漁協が行う漁獲物冷却装置購入事業の助成を行った。

　両漁協が行う浅海資源（ウニ・エビ）の増殖試験及び分布等調査
の助成を行った。

斜里漁港荷捌所整備助成
事業

　平成29年度に斜里第一漁協が整備した斜里漁港荷捌所の事業費の
うち、国補助残の1/2の額を、10年間で分割した6年目の助成を行っ
た。

　知名度の向上とブランド化を目指すため、「鮭のまち　知床・斜
里町」のPRの取り組みに対して助成を行った。

　令和2年度に斜里第一漁協が整備した斜里漁港蓄養施設の事業費
のうち国補助残の1/2の額を、5年間で分割した3年目の助成を行っ
た。

　サケ・マス釣りなどの海浜利用の適正化に関する調査や検討を
行った。（海浜利用適正化調査事業

費）

漁獲物冷却装置購入支援事
業

地域づくり
総合交付金
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

6-3-2

漁 港 管 理 費 知布泊漁港利用調整事業 335 335

（知布泊漁港利用調整事業費）

6-3-3

6,446 6,446

（さけ・ますふ化事業費） 　・助成先：斜里町さけます増殖協力会

　・助成額：6,446千円

623 623

・遡上障害落差解消試験：シマトツカリ川1箇所

　知布泊漁港での釣り人等の集中により、漁業活動が阻害されてい
ることから、漁港利用者への啓発と注意喚起を促し環境改善を図っ
た。

　斜里町さけます増殖協力会の運営費の1/2（9,000千円限度）を助
成し、サケ・マス漁業の安定化を図った。

さ け ・ ま す
ふ 化 事 業 費

さけ・ます自然産卵環境保
全拡大事業 さけ・ます自然

産 卵 環 境 保 全
拡大事業繰入金（さけ・ます自然産卵環境

保全拡大事業費）

　サケ・マスの自然産卵環境の保全と拡大を図るため、自然産卵調
査と、遡上障害落差の解消を図った。

斜里町さけます増殖協力会
助成事業



【商　工　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
7-1-1

商 工 振 興 費 14,503 14,503

（商工施設維持管理事業費）

1,689 1,689

（商工業振興対策事業費）

①行政ポイント発行事業

　・行政ポイント発行事業数：20事業

　・行政ポイント発行ポイント数：727,275ポイント

　・行政ポイント発行手数料：912千円

　・ポテトカード端末サーバー使用料：277千円

②消費拡大対策事業

　・カードポイントの倍発行事業

　　助成先：斜里町商工会

　　助成額：500千円

　　8倍セール：12回　5倍セール：7回　計19回

　　ポイント発行額：7,601千円

知床しゃりビジネス 1,000 1,000

サポート事業

（商工業振興対策事業費）

　商工会と「北海道よろず支援拠点」が連携を図り、小規模事業
者の経営相談・サポート体制を構築し、事業者の課題解決に向け
た相談会を実施するための支援を行った。

　・助 成 先：斜里町商工会
　・助 成 額：1,000千円
　・相談会数：8回、延べ35社参加

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　行政活動への参加促進や地域内循環を図るため、行政ポイント
の発行やポテトカードポイントの倍発行事業等に商工会と連携し
て支援することにより、町内消費の拡大や地域活性化を図った。

道の駅しゃり管理業務
委託事業

　中心市街地に賑わいと安らぎを創出するため、町民・観光客等
に快適な休憩機能と地域情報の提供を行い、地域の交流拠点の場
としての産業振興及び活性化を図った。

　・年間利用者数：187,048人　1日平均：521人
　・施設利用収入：700千円

ポテトカード利用促進支援
事業
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4

観 光 費
観光施設修繕事業（各種施設） 10,259 10,259

（観光施設維持管理整備事業費）

 ・契約金額 ：3,245千円

 ・契約業者 ：㈱美咲興業

 ・事業工期 ：令和4年4月13日～令和4年6月30日

【道の駅うとろ・シリエトク吸排気設備工事】

 ・契約金額 ：2,948千円

 ・契約業者 ：㈱丸七高橋組

 ・事業工期 ：令和4年10月19日～令和5年1月25日

【オロンコ岩落石除去業務】

 ・契約金額 ：644千円

 ・契約業者

 ・事業工期 ：令和4年5月23日～令和4年7月15日

【オロンコ岩木道修繕】

 ・契約金額 ：832千円

 ・契約業者 ：北開営繕

 ・事業工期 ：令和4年5月23日～令和4年7月23日

【道の駅うとろ・シリエトク裏口ドア修繕】

 ・修繕費用 ：561千円

 ・修繕業者 ：㈱遠藤工務店

 ・事業工期 ：令和4年9月20日～令和4年10月30日

【道の駅うとろ・シリエトク監視カメラ修繕】

 ・修繕費用 ：570千円

 ・修繕業者 ：ピックス㈱

 ・事業工期 ：令和5年2月13日～令和5年3月31日

【オロンコ岩せせらぎトイレ解体工事】

：㈱かつらだ

　町内の老朽化の進む観光施設について、計画的に修繕を行っ
た。



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4
観 光 費 【道の駅うとろ・シリエトク誘導灯修繕】

 ・修繕費用 ：570千円
（観光施設維持管理整備事業費）  ・修繕業者 ：中央防災㈱

 ・事業工期 ：令和4年9月20日～令和4年11月30日

【オシンコシントイレ照明器具ＬＥＤ化修繕】

 ・修繕費用 ：520千円

 ・修繕業者 ：㈲片山電気商会

 ・事業工期 ：令和4年8月22日～令和4年11月30日

【夕陽台の湯温泉排水管清掃】

 ・修繕費用 ：369千円

 ・修繕業者 ：道東地方環境整備興発㈱

 ・事業工期 ：令和4年5月1日～令和4年5月31日

観光施設整備ワークショップ事業 850 850

（観光施設維持管理整備事業費）

 ・契約額 ：850千円

 ・委託業者 ：(同)北暦

 ・契約期間

地 域 お こ し 協 力 隊 事 業 13,186 13,186
（地域プラットフォーム支援分）

（地域おこし協力隊事業費）

 ・2名が令和6年3月、1名が令和6年7月までの任期。

 ・女性3名。（内1名が令和2年度採用（1年間産休・育休）
　 2名が令和3年度採用。）

 ・一般社団法人知床しゃりに勤務し、E-Bikeレンタル事業やスタ
ンプラリー事業を中心とした旅行サービス業や、商品開発業務、
情報発信業務等に従事している。

　夕陽台エリアの魅力向上策及び再整備方針をワークショップ形
式で検討を行い、再整備構想案の制作を行った。

観光施設修繕事業
（道の駅うとろ・シリエトク）

 【夕陽台再整備調査業務】

：令和5年1月20日～令和5年3月31日

　総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、一般社団法人知
床しゃりの運営をサポートする為、3名の協力隊員を派遣した。
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

7-1-4

観 光 費 766 766

（観光宿泊施設整備促進奨励事業費）

　

 ・助 成 額 : 766千円

 ・事業期間 : 令和4年4月1日～令和5年3月31日

 ・助 成 先 : 宿泊施設4件

7,500 7,500

（知床斜里町観光協会運営助成事業費）  ・助 成 額 : 7,500千円

　  ・事業期間 : 令和4年4月1日～令和5年3月31日

 ・助 成 先 : NPO法人知床斜里町観光協会

12,000 12,000

（ウトロ温泉事業協同組合  ・助 成 額 : 12,000千円

　運営費助成事業費）  ・事業期間 : 令和4年4月1日～令和5年3月31日

 ・助 成 先 : ウトロ温泉事業協同組合

観光宿泊施設整備促進
奨励事業

　観光振興及び優良宿泊施設の整備を促進するため、500万円以上
の大型投資を行った宿泊施設に対して、奨励金を交付した。
※過疎地域における固定資産税の課税免除に該当するため、R2以
前の対象のみ支出した。

知床斜里町観光協会運営
助成事業

　斜里町観光の振興を担う中心的な団体である知床斜里町観光協
会に対し、人件費や一般管理費の一部等、運営費の助成を行っ
た。

ウトロ温泉事業協同組合
運営費助成事業

　ウトロ温泉事業協同組合の円滑な運営と、ウトロ地区宿泊施設
の衛生環境等の向上のため、運営費の一部を助成した。



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

8-2-1

道路側溝等改修事業 3,795 3,795 ・中斜里地区側溝等改修工事

（道路維持管理事業費） 　工事概要：側溝新設L=36m

　契 約 額：1,870千円

　工　　期：令和4年8月30日～令和4年11月30日

　契約業者：㈲佐々木工業

・以久科朱円４号道路排水改修工事

　工事概要：排水改修L=67.40m

　契 約 額：1,925千円

　工　　期：令和4年9月6日～令和4年11月30日

　契約業者：土橋工業㈱

8-2-2
ウトロ環状道路整備事業 55,330 55,300 30 ・ウトロ環状道路実施設計業務委託

（道路改築事業費） 　業務概要：測量設計L=700m

　契 約 額：6,600千円

　工　　期：令和4年4月13日～令和5年1月20日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・ウトロ環状道路整備工事

　工事概要：歩道改修L=101m、RH改修A=254㎡

　契 約 額：48,730千円

　工　　期：令和4年4月14日～令和5年1月30日

　契約業者：斜里・片山特定建設工事共同企業体

第2開峰橋改修事業 9,625 9,600 25 ・第2開峰橋改修実施設計業務委託

（道路改築事業費） 　業務概要：翼壁改修設計N=2基

　契 約 額：2,750千円

　工　　期：令和4年4月13日～令和4年8月10日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

・第2開峰橋改修工事

　工事概要：翼壁改修N=2基

　契 約 額：6,875千円

　工　　期：令和4年7月13日～令和4年12月10日

　契約業者：㈱河面組

辺 地 対 策
事 業 債

辺 地 対 策
事 業 債

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

道 路 橋 梁
維 持 費

事 業 の 概 要 と 成 果

道 路 新 設
改 良 費

-　81　-



-　82　-

【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-2-2
羅萠道路整備事業 43,450 21,013 22,400 37 ・羅萠道路整備工事

（社会資本整備事業費） 　工事概要：改良L=95m、舗装L=387m、W=5.5m

　契 約 額：36,630千円

　工　　期：令和4年5月31日～令和4年10月20日

　契約業者：斜里・河面経常建設共同企業体

・羅萠道路整備工事その2

　工事概要：路盤A=1,418㎡

　契 約 額：6,820千円

　工　　期：令和4年8月23日～令和4年10月20日

　契約業者：斜里・河面経常建設共同企業体

中斜里6号道路整備事業 28,050 12,353 15,600 97 ・中斜里6号道路整備工事

（社会資本整備事業費） 　工事概要：改良L=96m、W=5.5m

　契 約 額：20,900千円

　工　　期：令和4年5月31日～令和4年9月20日

　契約業者：土橋・丸七高橋経常建設共同企業体

・中斜里6号道路整備工事その2

　工事概要：舗装L=96m、W=5.5m

　契 約 額：7,150千円

　工　　期：令和4年6月17日～令和4年9月20日

　契約業者：道路工業㈱

道路保全事業 15,675 8,700 6,900 75 ・以久科豊倉6号道路舗装修繕工事

（防災・安全社会資本 　工事概要：切削オーバーレイL=360ｍ

　整備事業費） 　契 約 額：15,675千円

　工　　期：令和4年5月19日～令和4年9月9日

　契約業者：道路工業・丸七高橋経常建設共同企業体

社 会 資 本
整 備
総合交付金

過 疎 対 策
事 業 債

道 路 新 設
改 良 費

社 会 資 本
整 備
総合交付金

過 疎 対 策
事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債

防災・安全
社 会 資 本
整備交付金



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-2-2 橋梁長寿命化事業 28,798 16,038 12,700 60 ・橋梁点検業務委託

（防災・安全社会資本 　業務概要：橋梁点検N=44橋

　整備事業費） 　契 約 額：18,601千円

　工　　期：令和4年6月28日～令和4年12月15日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

・橋梁長寿命化修繕（以久科橋）実施設計業務委託

　業務概要：補修設計

　契 約 額：10,197千円

　工　　期：令和4年6月16日～令和4年11月30日

　契約業者：㈱ズコーシャ

トンネル長寿命化事業 1,738 900 800 38 ・トンネル点検業務委託

（防災・安全社会資本 　業務概要：トンネル点検N=1箇所

　整備事業費） 　契 約 額：1,738千円

　工　　期：令和4年6月28日～令和4年11月30日

　契約業者：㈱中神土木設計事務所

8-4-1
都市計画マスタープラン策定事業 10,054 5,200 4,854 ・都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定業務委託

（都市計画事業費） 　工事概要：都市計画マスタープラン及び立地適正化計画策定

　契 約 額：10,054千円

　工　　期：令和4年4月28日～令和5年3月24日

　契約業者：日本データサービス㈱

8-4-3

公園整備事業 3,762 2,400 1,276 86 ・あさひ広場改修工事費その1

（公園整備事業費） 　工事概要：ポンプピット改修

　契 約 額：1,298千円

　工　　期：令和4年4月15日～令和4年8月31日

　契約業者：土橋工業㈱

公 園 広 場
管 理 費 過 疎 対 策

事 業 債

道路メンテ
ナ ン ス
補 助 金

過 疎 対 策
事 業 債

都 市 計 画
管 理 費 コンパクト

シティ形成
支援事業費
補 助 金

過 疎 対 策
事 業 債

道 路 新 設
改 良 費

ふ る さ と 応 援
「 ま ち な み 」
基 金

道路メンテ
ナ ン ス
補 助 金
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【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-4-3 ・あさひ広場改修工事費その2

公園整備事業 　工事概要：給水配管更新

（公園整備事業費） 　契 約 額：1,188千円

　工　　期：令和4年4月15日～令和4年8月31日

　契約業者：土橋工業㈱

・漁民団地広場外遊具改修工事

　工事概要：遊具新設N=3基、遊具改修N=1基、遊具撤去N=3基

　契 約 額：1,276千円

　工　　期：令和4年4月14日～令和4年8月31日

　契約業者：㈱朝日製作所

8-4-4

地方道路整備事業 189,607 189,600 7 ・光陽中央1条通他測量設計業務委託

（地方道路整備事業費） 　業務概要：測量設計L=330m

　契 約 額：3,762千円

　工　　期：令和4年4月13日～令和4年7月29日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・光陽東5条通他測量設計業務委託

　業務概要：測量設計L=360m

　契 約 額：4,092千円

　工　　期：令和4年8月30日～令和4年11月30日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・新光北7丁目通整備工事

　工事概要：改良L=110m、車道W=7.5m、歩道W=2.0m

　契 約 額：30,250千円

　工　　期：令和4年4月28日～令和4年8月30日

　契約業者：斜里・河面経常建設共同企業体

公 園 広 場
管 理 費

地 方 道 路 等
整 備 事 業 費 過 疎 対 策

事 業 債



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-4-4 ・青葉西2丁目通整備工事

地方道路整備事業 　工事概要：改良L=44m、車道W=6.0m、歩道W=2.0m

（地方道路整備事業費） 　契 約 額：9,955千円

　工　　期：令和4年5月2日～令和4年7月29日

　契約業者：㈱開発工業

・光陽中央2条通整備工事

　工事概要：改良L=12m、舗装L=222m、車道W=7.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,350千円

　工　　期：令和4年5月2日～令和4年7月29日

　契約業者：㈱協立興業

・新光北8丁目通整備工事

　工事概要：改良L=53m、車道W=7.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,900千円

　工　　期：令和4年7月13日～令和4年10月31日

　契約業者：㈱開発工業

・新光北8丁目通整備工事その2

　工事概要：改良L=56m、車道W=7.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：13,090千円

　工　　期：令和4年8月31日～令和4年12月20日

　契約業者：㈱丸七高橋組

・本町東2丁目通整備工事

　工事概要：改良L=63m、舗装L=63m、車道W=8.0m、歩道W=2.0m

　契 約 額：16,830千円

　工　　期：令和4年7月13日～令和4年11月30日

　契約業者：土橋工業㈱

・朝日1丁目通整備工事

　工事概要：改良L=49m、車道W=7.5m、歩道W=2.0m

　契 約 額：9,933千円

　工　　期：令和4年7月13日～令和4年10月21日

　契約業者：㈱協立興業

地 方 道 路 等
整 備 事 業 費
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【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-4-4 ・中斜里東2線道路舗装修繕工事

地方道路整備事業 　工事概要：切削オーバーレイL=1,103m

（地方道路整備事業費） 　契 約 額：82,445千円

　工　　期：令和4年6月23日～令和4年11月11日

　契約業者：道路工業・丸七高橋経常建設共同企業体

歩道整備事業 2,959 2,900 59 ・歩道整備工事

（地方道路整備事業費） 　工事概要：環状通　改良L=53m

　契 約 額：2,959千円

　工　　期：令和4年8月31日～令和4年11月30日

　契約業者：㈲相生緑園

8-6-1

住環境整備費 快適住まいのリフォーム事業（一般世帯） 5,600 5,000 600

（住宅施策推進事業費）

・快適住まいのリフォーム補助金

　件　　　数：39件

　補　助　額：5,600千円

　対象工事費：81,510千円

地 方 道 路 等
整 備 事 業 費

過 疎 対 策
事 業 債

過 疎 対 策
事 業 債

　寒冷地向け住宅の普及促進のため、民間活力を活用し住まいの
長寿命化、省エネ化、安全性向上を目的としたリフォームに要す
る費用の一部を補助することにより、町内で永く快適に暮らして
もらう住環境の整備を行った。



【土　木　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

8-6-2

町営住宅改善事業 49,511 20,872 28,000 639

（町営住宅建設事業費）

　契約金額： 37,807千円

　工事期間：

　契約業者：

　契約金額： 8,250千円

　工事期間：

　契約業者：

　契約金額： 374千円

　工事期間：

　契約業者：

　契約金額： 3,080千円

　工事期間：

　契約業者：

町 営 住 宅
建 設 事 業 費

　・かえで東団地9号棟の改修工事を行った。
（H3年度建築　1棟17戸）

土橋工業（株）

（株）アトリエブンク

　・光陽東団地アスベスト調査業務委託を行った。
（H9年度建築　6棟54戸）

（株）ドーコン

社 会 資 本
整 備 総 合
交 付 金

公 営 住 宅
建設事業債

令和4年7月27日～令和4年10月10日

（株）ズコーシャ

　・中斜里団地改修実施設計業務委託を行った。
（H13年度建築　3棟12戸）

令和4年8月30日～令和5年2月28日

令和4年6月1日～令和4年10月31日

　・光陽東団地改修実施設計業務委託を行った。
（H9年度建築　4棟36戸）

令和4年6月28日～令和5年2月28日
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【消　防　費】

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

9-1-1

消 防 費 救助服型活動服購入事業 1,756 1,756

 ・契約金額 ：1,756千円

 ・契約月日 ：令和4年4月13日

 ・納入月日 ：令和4年9月8日

 ・契約業者 ：大和ユニフォーム株式会社

1,848 1,848

 ・契約金額 ：1,848千円

 ・契約業者 ：株式会社遠藤工務店

2,662 2,662

 ・契約金額

 ・契約月日 ：令和4年11月11日

 ・納入月日

 ・契約業者

2,970 2,970

 ・契約金額

 ・契約月日

 ・納入月日

 ・契約業者

ウトロ分署タンク車水槽内
部修繕事業

 購入から25年以上経過しているタンク車（ウトロタンク3）の水
槽内に腐食や錆が著しく、消防車両の延命を図るため水槽内部を
修繕し長寿命化を図った。

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

第5分団庁舎シャッター改修
事業

　堅固な救助服型活動服を導入し、機能性の向上と安全性確保を
図り、多岐にわたる消防業務の迅速化を図った。

　腐食・経年劣化により開閉に支障があるシャッターをオーバー
スライダーに改修した。

 ・事業工期 ：令和4年5月18日～令和4年8月18日

：2,662千円

：令和5年2月13日

：株式会社北海道モリタ

自動心臓マッサージ器購入
事業

 新型コロナウイルス感染症感染防止対策として導入し、救急出動
における救急隊員の感染防止を徹底し、コロナ禍における救急体
制の確保を図った。

：2,970千円

：令和4年10月18日

：令和5年3月10日

：三好メディカル株式会社



9-1-1

消 防 費 2,640 2,640

 ・契約金額

 ・契約業者

消防組合感染対策事業 1,714 1,714

【繰越明許費】

 ・ウトロ分署トイレ洋式化（1基）   　　　　 264千円

：2,640千円

ウトロ分署庁舎暖房給湯ボ
イラー取替工事事業

 暖房用・給湯用を別々に設置することで、故障時の修理対応が容
易になり、さらに燃費向上を図った。また、暖房設備の温水パネ
ルも配管及びパネル内部の腐食が著しいため、ボイラー更新によ
る水圧の変化等により、設備の破損が懸念されることから同時に
改修を図った。

 ・事業工期 ：令和4年6月17日～令和4年9月16日

  ・空気清浄機・オゾン発生器 　                         585千円

：有限会社小林配管工業所

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策事業とし、救急
隊員の感染リスク抑制・感染予防備品及び消耗品の整備等救急体
制の確保を図り、さらにトイレ洋式化等の感染対策を講じた。

 ・救急隊員の感染防止衣等　 　　   　　　　 816千円

 ・救急医療廃棄物処理               　　　　 49千円
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

10-1-2

事 務 局 費 3,800 3,800

(事務局運営事業費）

　　　　　

486 486

(事務局運営事業費）
　　　　　

10-1-3
ｽｸｰﾙ・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ配置事業 2,140 408 1,732

（義務教育振興事業費）

指導主事配置事業 2,206 2,206

（義務教育振興事業費）

適応指導教室充実事業 2,197 2,197

（義務教育振興事業費）

100 100

（義務教育振興事業費）

教育課程検討委員会運営
事業

　学校だけでは解決困難な、いじめ・不登校等、社会的な課題を
抱える児童生徒等を支援するため、町内の学校に派遣するスクー
ルソーシャルワーカーを1名配置した。

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

斜里高等学校振興会助成
事業

　斜里高等学校への支援として、通信講座受信料、模試検定等受
験料、部活動支援、インターネット環境整備、生徒募集関係事業
等とキャリア教育事業、全道大会出場経費補助などを行った。

　・助成額：3,800千円

　・助成先：北海道斜里高等学校振興会

斜里高等学校間口維持対策
事業

　斜里高等学校に遠距離から通学する生徒の保護者に交通費の全
額を助成した。また、地域みらい留学生の保護者に下宿代を助成
した。

義 務 教 育
振 興 費

　学校の教育課程や学習指導、その他学校教育に関する専門的事
項の指導についての事務補助を行うため、専門事務職員１名を配
置した。

　・対象者：2人（うち留学生1人）　・助成額：486千円

　不登校の児童生徒対策として、学校やSSWと連携して「適応指導
教室」を開設し、社会性を確保しながら登校への支援を図った。

　「土曜授業」「小中連携教育」「学力向上」等について、学校
教員による検討を行う教育課程検討委員会の運営及び先進地視察
を行ったが、新型コロナウイルスの影響により、講師を招へいし
ての学習サポートが実施できなかった。



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-1-3
864 864

（義務教育振興事業費）

ふるさと応援基金活用事業 5,926 3,209 2,717
（学習用デジタルドリル等整備事業）

（義務教育振興事業費）

学校林売払事業 1,958 1,958

（義務教育振興事業費） 財 産 収 入

10-1-4
財 産 管 理 費 864 146 718

住宅使用料

73,480 32,429 35,900 5,151

（教育財産管理事業費）

6,996 6,900 30

10-2-1

学 校 管 理 費 14,740 14,700 40学校長寿命化改良事業
（学校管理事業費）

　斜里町学校施設管理計画に基づき、朝日小学校の長寿命化改修
を実施するために、実施設計を行った。過 疎 対 策

事 業 債

　伐期を迎えていた三井地区の学校林を伐採し、売払収入を教育
活動の充実に活用するため、ふるさと応援「まなび」基金に積み
立てた。

　知床ウトロ学校の教職員住宅が不足していたことから、1棟4戸
を新築し、住宅の充足を図った。学 校 施 設

環 境 改 善
交 付 金

過 疎 対 策
事 業 債

教職員住宅改修事業
（教育財産管理事業費）

　老朽化が進んでいた教職員住宅（本町51－18）の外壁と屋根を
改修し、長寿命化を図った。

教員住宅整備事業(住宅借上)
（教育財産管理事業費）

知床ウトロ学校教職員住宅
整備事業

　学習用デジタルドリルを整備し、児童生徒の基礎学力定着を
図った。また、通信環境がない家庭へモバイルWi-Fiルータを貸出
し、家庭における一人一台端末の利活用の推進を行った。

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金

義 務 教 育
振 興 費

巡回型教育活動支援講師
配置事業

　新学習指導要領の全面実施に伴い、小学3・4年生は外国語活
動、小学5・6年生は外国語科が導入されたことから、よりきめ細
かい学習指導を行うため、巡回型の教育活動支援講師を1名配置し
た。

　知床ウトロ学校の教職員住宅が不足したことから、一般賃貸住
宅の一部を借上げ、教員住宅とした（2戸）。

過 疎 対 策
事 業 債
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-2-2

教 育 振 興 費 小学校教育活動支援講師 5,136 5,136

配置事業

（教育振興事業費）

学校力向上事業 511 511

（教育振興事業費）

1,000 500 500

（教育振興事業費）

10-2-3
8,079 4,400 3,679

(特別支援教育振興事業費)

10-3-1

学 校 管 理 費 斜里中学校グラウンド等 14,685 14,600 85

整備事業

（学校管理事業費）

斜里ジュニアバンド楽器
整備事業

　斜里小・朝日小の児童で構成し、特色ある学校活動となってい
る斜里ジュニアバンドの活動のための楽器の整備を行った。ふ る さ と 応 援

「 ま な び 」
基 金

　小学校での基礎学力の定着を目指し、少人数指導や習熟度別指
導などを行うため、支援講師を配置した。

　学校長裁量による「学校づくり」を支援するため、校長提案型
の事業を推進した。

・斜里小学校、朝日小学校、知床ウトロ学校

　・契約業者：道路工業（株）網走営業所

　・楽器備品購入（コルネット、バリトン、シンバルスタンド）952千円

　・斜里小　１名、朝日小　1名

特 別 支 援
教 育 振 興 費

特別支援教育支援員配置
事業（小学校等）

過 疎 対 策
事 業 債

　斜里中学校グラウンド北側通路部の整備工事を行った。

　・契約金額：14,685千円

　・事業工期：令和4年6月29日～令和4年9月9日

　・斜里小2名、朝日小1名、知床ウトロ学校1名

　・楽器修繕　48千円

　・契約業者：備品購入…㈲尾張屋時計楽器店

過 疎 対 策
事 業 債

　普通学級に在籍する特別な支援が必要な児童に対応するため、
特別支援教育支援員を配置した。



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-3-2

教 育 振 興 費 1,000 500 500

（教育振興事業費）

学校力向上事業 227 227

（教育振興事業費）

10-3-3
2,137 2,137

（特別支援教育振興事業費）

10-4-1
学校運営協議会活動事業 1,506 354 1,152

10-4-2

公 民 館 費 400 400

（公民館活動事業費）

中斜里分館改修事業 38,940 38,900 40
（公民館維持管理事業費）

　・契約金額：38,940千円
　・契約業者：(株)河面組

ふるさと応援基金活用事業 1,991 1,991
（電気陶芸窯更新事業）

（公民館維持管理事業費） 　・購入金額：1,991千円（うち指定寄付50千円）
　・納入業者：(有)五十嵐金物店

斜里町生きがい大学開設50
周年記念事業

　開設50周年を迎えた生きがい大学の記念事業に対し助成を行っ
た。

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金

　学校長裁量による「学校づくり」を支援するため校長提案型の
事業を推進した。

　・斜里中学校

　・楽器修繕　 58千円

　・契約業者：購入…㈲尾張屋時計楽器店

斜里中学校吹奏楽楽器整備
事業

　斜里中学校の吹奏楽楽器を学校要望に基づく年次整備計画によ
り更新及び修繕を行った。ふ る さ と 応 援

「 ま な び 」
基 金 　・楽器備品購入（ティンパニー）  942千円

社 会 教 育
総 務 費

　・斜里中１名

特 別 支 援
教 育 振 興 費

特別支援教育支援員配置
事業（中学校）

(学校運営協議会活動事業費)

　普通学級に在籍する特別な支援が必要な生徒に対応するため、
特別支援教育支援員を配置した。

　各学校のコミュニティ・スクール活動を支援し、学校へのボラ
ンティア等を通じた地域の参加体制を構築することにより、地域
に根ざした学校づくりを推進した。

　・地域コーディネーター配置１名

　中斜里分館外壁改修工事を行い、施設の長寿命化を図った。
過 疎 対 策
事 業 債

学 校 ･ 家 庭
･ 地 域 連 携
協 力 推 進
事業費補助金

　電気陶芸窯更新を行い、町内の陶芸文化の振興を図った。
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-4-4

図 書 館 費 図書館用図書購入事業 2,279 400 1,879

（図書資料整備事業費）

地域おこし協力隊事業 4,237 4,237
（学校巡回司書分）

（地域おこし協力隊事業費）

10-4-5
博 物 館 費 農業資料等収蔵施設整備 2,556 2,556

事業

(展示保存管理事業費)

10-4-5

博 物 館 費 ふるさと応援基金活用事業 1,036 1,027 9
(旧役場庁舎保存活用事業)

(展示保存管理事業費)
1,000

使 用 料
27

10-4-6
埋蔵文化財センター移転 1,870 1,870
事業

(埋蔵文化財保護事業費)

　総務省事業の「地域おこし協力隊」を活用し、司書1名を配置。
　配置職員が学校を巡回し、円滑な学校図書館運営に関する支援
を行うとともに図書館・学校間との相互連携体制を構築した。

　・図書購入　1,291冊

　資料収集方針・第2次資料収集計画に基づき図書館に蔵書する図
書資料の整備を実施した。

文化財保護費 　老朽化により施設の維持が困難となった埋蔵文化財センターの
機能を旧以久科小へ移転するため、収蔵資料の移動作業を進め
た。

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金

　農業資料等収蔵施設内の資料整理を行い、一般公開や講座等を
開催した。桜園については、桜のせん定や樹木への施肥作業、草
刈りなどを実施するとともに、主に南側の高木の剪定を行い、陽
当たりの改善等を図った。
　・一般公開、講座等参加者数：68人
　・病害虫防除のため約30本の桜のせん定、一部伐採を実施
　・桜園内高木剪定業務委託：契約金額  1,085千円
　　　　　　　　　　　　　　契約業者  (株)開発工業

　旧役場庁舎の保存検討に向けて、町民団体と連携協力しなが
ら、アートイベントや座談会など施設活用の試行を進めた。ま
た、窓枠の修繕など当面の維持に必要な補修を行った。
　・葦の芸術原野祭開催期間：8月6日～27日

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金



【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-5-2

野球場外野芝生補修事業 2,530 2,530

（体育施設管理運営事業費）

町営パークゴルフ場芝刈機
更新事業

2,585 2,585

（体育施設管理運営事業費）

スケートリンク休憩棟改修
事業

4,928 4,900 28

（体育施設管理運営事業費）

ふるさと応援基金活用事業 1,999 1,999
（野球場フェンスカバー更新事業）

（体育施設管理運営事業費）

ウトロ地域水泳プールボイ
ラー改修事業

4,510 4,510

（体育施設管理運営事業費）

　・契約金額：4,510千円

過 疎 対 策
事 業 債

　スケートリンク休憩棟の外壁が経年劣化により崩れ、内部が露
出したため、屋根及び外壁の改修を行った。

　・契約業者：斜里建設工業㈱

　・契約金額：2,585千円

　・契約業者：㈱北欧スポーツ

　プール開設時の平成5年から29年間使用しているボイラーが老朽
化により、運転が停止するなどの故障が頻発し、また、同製品の
製造も終了しているためボイラーの更新を行った。

　・契約業者：㈱長屋工業

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金 　・物品名：野球場ソフトフェンス防護帯

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金

体 育 施 設
運 営 費

　・契約金額：1,999千円

　野球場のフェンス保護カバーが劣化損傷しているため、カバー
の更新を行った。

　令和4年の雨不足により野球場外野芝生が枯れたため、芝生専門
業者による補修整備を行った。

　・契約業者：網走地方芝生販売共同組合

　・物品名：自走式芝刈機　乗用3連アプローチモア

　町営パークゴルフ場等の整備に使用している自走式芝刈機が老
朽化し、故障が頻発していたことから、安全で効率的な作業環境
を整えるため更新を行った。

　・契約金額：4,928千円

　・契約金額：2,530千円

　・契約業者：㈲松本自動車工業
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【教　育　費】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
目　　名

（款-項-目）
事 業 名 決 算 額

左 の 財 源 内 訳
事 業 の 概 要 と 成 果

10-5-4
学 校 給 食 給食用備品更新事業 330 330

セ ン タ ー 費 （学校給食供給事業費） 　・物品名：角仕切皿

　・購入数：300枚

給食用設備等更新事業 1,870 1,870

（学校給食供給事業費）

　・工事名：厨房用エアコン設置工事

　・設置数：1基

低公害車購入事業 9,350 8,300 1,050

（学校給食配送車）

（学校給食配送事業費） 　・物品名：低公害車（学校給食配送車）

　・購入台数：1台

　食中毒の防止及び調理員の労働衛生環境の向上を図るため、冷房設
備を設置した。ふ る さ と 応 援

「 ま な び 」
基 金

ふ る さ と 応 援
「 ま な び 」
基 金

　平成15年に購入した学校給食配送車について、経年劣化による老朽
化が著しいため、更新することで給食配送の安定化を図った。地 域 活 性 化

事 業 債

　経年劣化により、剥離、傷等がある角仕切皿を更新した。
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【国民健康保険事業特別会計】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

6-1-1

特定健康診査 特定健康診査等事業 4,249 4,053 196
等 事 業 費 （特定健康診査等事業費）

特定健康診査受診にかか
るインセンティブ付与事業
（特定健康診査等事業費）

656 623
特別交付金

100
基金繰入金

523

33 　令和4年度から健診受診に対して付与する行政ポイントを1,000ポイントに
増やし、自己負担1,000円を実質無料化することにより翌年度以降の受診促
進と、健康状態の維持を図った。
・実施件数　523人（令和5年3月引換分まで）

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

　特定健康診査未受診者へのはがきによる勧奨通知を令和2年度より北海
道国民健康保険団体連合会による共同事業により実施し、きめ細やかな対
応を図った。
・夏季健診勧奨1,783通
・冬季健診勧奨1,717通
・みなし健診（診療情報提供）勧奨350通
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【森林保全事業特別会計】 　 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

1-1-1
樹種多様化推進事業 4,862 4,862

(森林再生事業費)

　樹種多様化推進業務委託

　・契 約 額　　4,862千円

　・契約業者　　公益財団法人知床財団

しれとこ100㎡運動45周年 1,210 600 610

運動ハウス展示更新事業

（しれとこ100㎡運動森林再生推進事業費）
　しれとこ100㎡運動ハウス展示リニューアル業務委託

　・契 約 額　　1,210千円

　・契約業者　　公益財団法人知床財団

しれとこ100㎡運動45周年 3,969 1,900 2,069

運動ハウス名札制作事業
（しれとこ100㎡運動森林再生推進事業費）

　しれとこ100㎡運動参加者名札制作業務委託

　・契 約 額　　3,969千円

　・契約業者　　公益財団法人知床財団

盤ノ川簡易魚道整備事業 818 818
（しれとこ100㎡運動森林再生推進事業費）

　盤ノ川簡易魚道整備業務委託

　・契 約 額　　818千円

　・契約業者　　公益財団法人知床財団

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

森 林 再 生
事 業 費

　100平方メートル運動地のアカエゾマツ造林地内を多様性の高い
森にするために、既存のギャップに広葉樹の中型苗を移植した。ま
た、過去の間伐作業で発生したアカエゾマツ間伐材をウッドチップ
化して有効活用した。

国 立 公 園 内
森 林 保 全
基 金

　しれとこ100㎡運動開始45周年事業として、運動の取り組みを理
解しやすく、共感ができるメッセージ性の強い展示に更新した。地 域 づ く り

総 合 交 付 金

　しれとこ100㎡運動開始45周年事業として、運動の変遷を表現
し、更なる運動の支援の輪を広げるメッセージ性及びデザイン性の
高い名札を制作した。

地 域 づ く り
総 合 交 付 金

　しれとこ100㎡運動の生物相復元事業の一環として、簡易魚道の
設置によりサクラマスをはじめとする魚類の遡上環境を整備した。森 林

保 全 事 業
寄 附 金



（単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

2-1-1

公共下水道整備事業 283,930 134,100 134,000 394 15,436 （概 要）

（公共下水道整備事業費）

53,000

下水道債
65,500 （主な事業）

15,500

  　処理場再構築事業実施設計：C＝7,000千円 

  　事業計画変更及びｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画変更：C=12,650千円

公営企業会
計 適 用 債

　国庫補助事業及び単独事業として、処理場再構築事業、汚泥運
搬・積込車各1台購入、地方公営企業法適用業務、汚水桝新設工
事、その他業務委託等を行った。

　　防災倉庫設置工事：C=3,575千円

　　汚水桝新設工事：C=7,007千円

○ 諸経費：C＝2,413千円

受 益 者
負 担 金

○ 国庫補助事業

　　処理場再構築事業：C＝188,000千円　

事 業 の 概 要 と 成 果

　　汚水管渠実施設計：C=8,118千円

　　汚泥運搬・積込車購入：C=38,830千円

○ 単独事業

　　地方公営企業法適用移行業務：C=16,337千円

　昭和53年度に事業認可を受け着手した斜里地区公共下水道事業
は、昭和62年10月に処理場の供用を開始し、令和4年度末現在、
全体計画及び認可計画面積396㌶、下水道普及率75.0%、水洗化率
95.6%の達成率となっている。

【公共下水道事業特別会計】

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費

過 疎 対 策
事 業 債
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

2-1-1

公共下水道整備事業

（公共下水道整備事業費）

　業務概要：ウトロ処理場、第2、4中継ポンプ場遠方監視

　　　　　　設備更新工事

　契 約 額：228,000千円【2ヵ年事業】

　　〔R3 40,000千円、R4 188,000千円〕　

　工　　期：令和3年7月1日～令和5年3月16日

　契約業者：日本下水道事業団

　実施設計の作成委託

　業務概要：1系水処理設備・給水ﾕﾆｯﾄ・脱臭ﾌｧﾝ更新実施設計

　契 約 額：7,000千円

　工　　期：令和4年7月1日～令和5年3月22日

　契約業者：日本下水道事業団

・下水道事業計画認可変更業務委託

　業務概要：斜里・ｳﾄﾛ地区の下水道全体計画変更

　契 約 額：8,800千円

　工　　期：令和4年5月18日～令和5年3月10日

　契約業者：オリジナル設計㈱

　業務概要：ｳﾄﾛ下水処理場機械・電気設備追加

　契 約 額：3,850千円

　工　　期：令和4年8月30日～令和5年3月10日

　契約業者：オリジナル設計㈱

・斜里4号汚水管渠実施設計業務委託

　業務概要：測量L=0.14km、設計L=0.14km、MHポンプ1箇所

　契 約 額：8,118千円

　工　　期：令和4年5月18日～令和4年10月28日

　契約業者：大起コンサルタント㈱

・公共下水道ストックマネジメント計画変更業務委託

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費

「国庫補助事業」

・斜里町特定環境保全公共下水道ｳﾄﾛ下水処理場の

・斜里町公共下水道根幹的施設の建設工事委託（その2）



国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

2-1-1

公共下水道整備事業 ・下水道事業防災倉庫設置工事

（公共下水道整備事業費） 　工事概要：鋼製組立式倉庫（14m2）

　契 約 額：3,575千円

　工　　期：令和4年6月1日～令和4年10月31日

　契約業者：㈱河面組

・汚泥運搬車購入

　概　　要：ダンプトラック（ステンレス製深架装10t積）1台

　契 約 額：26,730千円

　工　　期：令和4年5月13日～令和5年3月10日

　契約業者：東北海道いすゞ自動車㈱

・汚泥積込車購入

　概　　要：ホイールローダー（バケット容量1.65m3）1台

　契 約 額：12,100千円

　工　　期：令和4年5月13日～令和5年3月10日

　契約業者：コマツカスタマーサポート㈱

・地方公営企業会計法適用移行業務委託（固定資産台帳作成）

　業務概要：固定資産の調査・整理・評価

　契 約 額：19,250千円【2ヵ年事業】

　　〔R4 15,583.7千円、R5 3,666.3千円〕　

　工　　期：令和4年4月1日～令和6年3月15日

　契約業者：オリジナル設計㈱

・地方公企業法適用移行支援業務委託

　業務概要：会計移行支援業務

　契 約 額：3,399千円【2ヵ年事業】

　　〔R4 753.5千円、R5 2,645.5千円〕　

　工　　期：令和5年1月27日～令和6年3月15日

　契約業者：アートシステム㈱

「単独事業」

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費
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国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果

目　　名
（款-項-目）

事 業 名 決 算 額
左 の 財 源 内 訳

2-1-1

公共下水道整備事業 ・本町地区汚水管渠新設工事

（公共下水道整備事業費） 　工事概要：L=25m（塩ビ管φ100）、MH1箇所

　契 約 額：2,585千円

　工　　期：令和4年5月20日～令和4年9月30日

　契約業者：㈲相生緑園

・青葉町35番地先汚水桝新設工事

　工事概要：L=34.6m（塩ビ管φ150）、MH2箇所、汚水桝2箇所

　契 約 額：3,850千円

　工　　期：令和4年7月13日～令和4年10月28日

　契約業者：㈲相生緑園

・新光町31番地30地先汚水桝新設工事

　工事概要：L=9.4m（塩ビ管φ150）、汚水桝2箇所

　契 約 額：572千円

　工　　期：令和4年11月16日～令和4年12月19日

　契約業者：㈱開発工業

公 共 下 水 道
整 備 事 業 費



【介護保険事業特別会計（保険事業勘定）】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
3-1-1

22,199 8,993 5,994 7,212

(介護予防・生活支援サービス事業費)

　・訪問型サービス（ヘルパーサービス ）

　　　総合事業利用：506件/年

　・通所型サービス（デイサービス）

　　　総合事業利用：483件/年

　・介護予防ケアマネジメント（介護予防支援計画）

　　　総合事業利用：429件/年

3-1-2

一般介護予防事業 17,936 7,177 5,003 5,756

（一般介護予防事業費）

4,784

　・健幸ポイント事業

　　参加登録者：1,055人（ウォーキング955人、体操303人）
219 　　ポイント交換者783人（74.2％）

　・いきいき百歳体操実施支援

　　会場数　20会場、参加者　実人員339人、延人員9,596人

一般介護予防
事 業 費

　高齢者を年齢や心身の状況等によって分け隔てることなく、住民運営
の通いの場を充実させ、人と人のつながりを通じて、参加者や通いの場
が継続的に拡大していくような地域づくりを推進するとともに、要介護
状態になっても、生きがい・役割を持って生活できる地域の実現を図っ
た。

事 業 の 概 要 と 成 果

　要支援者等の多様な生活支援ニーズに対応するため、介護予防訪問介
護等のサービスに加え、住民主体の支援等も含め、多様なサービスを制
度の対象として実施した。

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額

介護予防・生活支援ｻｰﾋﾞｽ
事業 支 払 基 金

交 付 金

介 護 予 防 ・
生 活 支 援
サ ー ビ ス
事 業 費

左 の 財 源 内 訳

利 用 者
負 担 金

支 払 基 金
交 付 金

-　103　-



-　104　-

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源
事 業 の 概 要 と 成 果目　　名

（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

3-2-1

地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営事業 24,576 14,193 4,439 5,944

（包括的支援推進事業費）

　・総合相談支援 288件

　・成年後見制度報酬支援 4件

　・食の自立支援事業 80名（食数12,925食/年）

　・認知症サポーター養成講座 2回/年

　・グループホーム家賃等助成 1件/年

　・緊急通報システム貸与 67件

　
地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ推進事業 15,579 6,433 9,146

（包括的支援推進事業費）

　・初期集中支援チームの設置

　　　認知症サポート医、保健師、社会福祉士、介護支援専門員

　　　チーム支援件数：13件　チーム員会議：5回

　・認知症地域支援推進員の配置

　　　認知症の当事者や家族への相談支援

　　　地域のニーズ把握（75歳以上サービス未利用者の実態調査）

　・生活支援コーディネーター配置（委託）　社会福祉協議会

　・協議体の開催：支えあい推進会議の開催　1回

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、地域包括支
援センターとしての機能を果たすとともに、地域特性に応じた地域包括
ケアシステムの構築を推進した。

利 用 者
負 担 金

包 括 的 支 援
推 進 事 業 費

②生活支援の体制整備に向けて、生活支援コーディネーターを配置する
ことと併せて、生活支援体制について情報共有等を行う「協議体」を開
催した。

①認知症初期集中支援チームを設置し、認知症高齢者に対し早期から関
わることで必要な支援につなげていくとともに、認知症地域支援推進員
の配置により、認知症高齢者及びその家族が安心して暮らし続けること
ができるよう地域における支援体制の構築を推進した。



【介護保険事業特別会計（サービス勘定）】 （単位：千円）

国道支出金 町 債 そ の 他 一般財源

1-1-1

居宅介護サービス計画事業 6,927 6,927

(居宅介護サービス計画事業費）

　・介護ケアプラン作成件数 639件/年

1-1-2

居宅介護予防サービス計画 3,696 3,696

事業

(居宅介護予防サービス計画事業費） 　・介護予防サービス計画作成件数 942件/年

　要支援認定者が適切な介護予防サービス等を利用できるよう、
介護予防支援計画を作成した。予防ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ

計画費報酬

目　　名
（款-項-目）

事 業 名
（ 事 業 費 名 ）

決 算 額
左 の 財 源 内 訳

事 業 の 概 要 と 成 果

居 宅 介 護
サービス計画
事 業 費

　居宅介護支援事業所として、介護認定者の居宅サービス利用に
ついて、自立支援の視点に基づき、利用者のサービス計画の立
案・調整を行った。

サ ー ビ ス
計画費報酬

居 宅 介 護
予防サービス
計 画 事 業 費
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